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一般社団法人 日本旅行業協会

7月1日は「旅の安全の日」
外務省領事局 能化正樹局長に聞く
ツーリズムEXPOジャパン2016
テーマは「旅は変える。人生を。世界を。」
4月の海外出国者数は７％の増加

取
材
報
告
期
待
高
ま
る
チ
ャ
ー
タ
ー
市
場
の
活
性
化

Ｉ
Ｔ
Ｃ
の
個
札
販
売
要
件
が
大
幅
に
緩
和

航
空
局
・
観
光
庁
・
旅
行
業
界
の
足
並
み
そ
ろ
う
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Ｉ
Ｔ
Ｃ
の
個
札
販
売
要
件
が
大
幅
に
緩
和

航
空
局
・
観
光
庁
・
旅
行
業
界
の
足
並
み
そ
ろ
う

　

地
方
空
港
を
発
着
す
る
包
括
旅
行
チ
ャ
ー

タ
ー
（
I
T
C
）
に
つ
い
て
個
札
販
売
の
要
件

が
大
幅
に
緩
和
さ
れ
、
地
方
市
場
に
お
け
る

チ
ャ
ー
タ
ー
需
要
拡
大
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
今
回
の
要
件
緩
和
を
め
ぐ
っ
て
、
国

土
交
通
省
航
空
局
と
観
光
庁
の
担
当
者
に
行
政

と
し
て
の
考
え
方
を
聞
く
と
同
時
に
、
民
営
化

で
注
目
さ
れ
る
仙
台
空
港
の
利
用
促
進
を
図
っ

て
き
た
東
北
観
光
推
進
機
構
の
ト
ッ
プ
に
今
後

の
見
通
し
な
ど
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
方
創
生
や
観
光
立
国
の
推
進

に
寄
与

　

国
土
交
通
省
は
今
年
4
月
、航
空
局
長
通
達

「
本
邦
を
発
着
す
る
国
際
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
運
航

に
つい
て
」の一部
を
改
正
し
ま
し
た
。今
回
の
改

正
で
は
、成
田・羽
田・関
西
国
際
の
首
都
圏
と
近

畿
圏
の
主
要
3
空
港
を
除
く
地
方
空
港
を
発
着

す
る
I
T
C
に
つい
て
、個
札
販
売
の
要
件
が
大

幅
に
緩
和
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、当
事
国
の
航
空
会
社
が
I
T
C

便
を
運
航
す
る
場
合
、こ
れ
ま
で
は
運
航
区
間
が

航
空
自
由
化
の
対
象
区
間
で
あ
る
か
否
か
で
個

札
販
売
の
割
合
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、地

方
空
港
で
は
今
後
は
当
該
区
間
の
自
由
化
を
条

件
と
せ
ず
、相
互
主
義
の
観
点
か
ら
問
題
が
な
け

れ
ば
、原
則
と
し
て
個
札
販
売
の
割
合
に
つい
て

制
限
が
設
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、第
三
国
の
航
空
会
社
が
I
T
C
便
を

運
航
す
る
場
合
も
、従
来
は
当
該
第
三
国
が
航

空
自
由
化
を
実
現
し
て
い
る
こ
と
を
条
件
に
、以

遠
権
な
ど
の
路
線
権
益
の
制
限
内
で
あ
れ
ば
、個

札
販
売
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、地
方
空
港

で
は
そ
う
し
た
条
件
や
制
限
を
撤
廃
し
、相
互
主

義
上
の
問
題
が
な
け
れ
ば
、座
席
数
の
半
数
未
満

ま
で
個
札
販
売
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
って
い

ま
す
。

　

同
省
航
空
局
航
空
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
部
航
空
事

業
課
の
平
岡
成
哲
課
長
は
、今
回
の
個
札
販
売
の

要
件
緩
和
に
つい
て
、「
I
T
C
が
人
的
交
流
の

促
進
や
新
た
な
定
期
便
就
航
の
た
め
の
足
が
か

り
と
な
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、地
方
創
生
や
観

光
立
国
の
さ
ら
な
る
推
進
に
資
す
る
た
め
、通
達

の
改
正
を
行
った
」と
説
明
。「
地
方
空
港
発
着
の

I
T
C
便
に
お
け
る
個
札
販
売
の
ル
ー
ル
を
分
か

り
や
す
く
し
て
、そ
の
使
い
勝
手
を
良
く
す
る
こ

と
で
、チ
ャ
ー
タ
ー
需
要
の
促
進
を
図
って
い
き
た

い
」考
え
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

各
地
発
海
外
旅
行
の
ハ
ー
ド
ル

下
げ
る

　

観
光
庁
観
光
産
業
課
の
西
海
重
和
課
長
は
、

今
回
の
地
方
空
港
発
着
I
T
C
便
に
お
け
る
個

札
販
売
の
要
件
緩
和
に
つい
て
、「
旅
行
会
社
に
よ

る
座
席
販
売
の
柔
軟
性
が
増
す
こ
と
か
ら
、地
方

に
お
け
る
座
席
販
売
が
容
易
に
な
る
も
の
と
想

定
さ
れ
る
」と
指
摘
。「
特
に
、チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
運

航
が
発
着
当
事
国
の
航
空
会
社
に
よ
る
場
合
、旅

行
会
社
は
個
札
販
売
の
割
合
に
係
る
制
限
が
な

く
な
り
、集
客
が
よ
り
容
易
に
な
る
こ
と
も
期
待

さ
れ
る
」と
い
う
見
方
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、西
海
課
長
は
、地
方
空
港
発
着
で
は

I
T
C
便
が
第
三
国
の
航
空
会
社
に
よ
って
運

航
さ
れ
る
場
合
で
も
、相
互
主
義
の
観
点
か
ら
問

題
が
な
け
れ
ば
、当
該
国
と
の
航
空
自
由
化
が
実

現
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
関
わ
ら
ず
、半
数
未

満
の
個
札
販
売
が
可
能
と
なっ
た
こ
と
に
着
目
。

「
訪
問
先
の
選
択
の
自
由
度
が
増
す
も
の
と
考

え
ら
れ
、双
方
向
交
流
の
発
展
と
い
う
観
点
か
ら

も
、地
方
発
着
の
海
外
旅
行
のハ
ー
ド
ル
が
下
が

る
こ
と
は
重
要
だ
」と
い
う
認
識
を
示
し
て
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
、地
方
空
港
発
着
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
が

増
加
す
れ
ば
、訪
日
イ
ンバ
ウ
ン
ド
市
場
に
お
い
て

も
、地
方
空
港
への
座
席
供
給
量
の
拡
大
が
実
現

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、西
海
課
長
は
、「
訪
日
外
国
人

旅
行
者
の
旅
程
の
選
択
肢
を
広
げ
る
も
の
と
も

な
り
、こ
れ
ま
で
ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
に
集
中
し
て

い
た
訪
日
需
要
を
地
方
に
分
散
さ
せ
、地
方
観
光

の
活
性
化
に
も
つ
な
が
る
」と
期
待
を
表
明
。「
訪

日
旅
行
者
の
地
方
への
誘
客
は
、『
明
日
の
日
本
を

支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョン
』に
も
位
置
付
け
ら
れ
て

地方空港としては、先陣を切って民営化が実現する仙台空港。東北のゲートウェイ空港と
して、その役割が増すことになりそうです

民営化により新規路線の誘致やターミナルビルの商業施設運
営などの面で新機軸も期待される仙台空港
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お
り
、『
地
方
イ
ン・地
方
ア
ウ
ト
』を
容
易
に
す
る

地
方
空
港
発
着
I
T
C
便
の
増
加
を
も
た
ら
す

個
札
販
売
要
件
の
緩
和
は
、地
方
への
イ
ンバ
ウ
ン

ド
需
要
拡
大
と
観
光
振
興
に
よ
る
地
方
創
生
を

実
現
す
る
た
め
の
重
要
な
施
策
だ
」と
強
調
し
て

い
ま
す
。

路
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
に

可
能
性

　

I
T
C
便
で
の
個
札
販
売
要
件
緩
和
の
対
象

と
な
る
地
方
空
港
の
中
で
は
、7
月
に
仙
台
空
港

の
民
営
化
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、同
空
港
の
利
用

促
進
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
東
北
観
光
推
進
機

構
の
紺
野
純
一専
務
理
事
は
、「
定
期
便
が
少
な

い
仙
台
空
港
で
、I
T
C
の
要
件
緩
和
が
チ
ャ
ー

タ
ー
市
場
の
可
能
性
を
広
げ
る
こ
と
に
な
る
」と

期
待
を
表
明
し
て
い
ま
す
。

　

紺
野
専
務
理
事
に
よ
る
と
、東
北
観
光
推
進

機
構
で
は
、J
A
T
A
東
北
支
部
が
海
外
旅
行

者
の
拡
大
を
目
的
と
す
る「
パ
ス
ポ
ー
ト
取
得

キ
ャ
ンペ
ー
ン
」を
実
施
す
る
の
に
合
わ
せ
て
、今

年
5
月
8
日
か
ら
11
日
ま
で
の
4
日
間
に
わ
た

り
、国
際
航
空
路
線
の
拡
充
に
向
け
た
誘
致
活

動
を
台
北
市
内
で
実
施
。こ
の
台
北
への
ミッ
ショ

ン
に
は
、J
A
T
A
東
北
支
部
や
東
北
経
済
連
合

会
、東
北
六
県
商
工
会
議
所
連
合
会
な
ど
の
メ
ン

バ
ー
も
参
加
し
て
お
り
、現
地
で
は
複
数
の
航
空

会
社
を
訪
問
し
て
、東
北
と
台
湾
と
の
相
互
交
流

拡
大
に
向
け
た
意
見
交
換
も
行
い
ま
し
た
。

　

紺
野
専
務
理
事
は
、「
2
0
1
5
年
度
は

2
9
0
本
程
度
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
が
運
航
さ
れ

て
お
り
、そ
の
ほ
と
ん
ど
が
台
湾
を
目
的
地
と

す
る
も
の
だ
っ
た
が
、個
札
販
売
の
要
件
緩
和
に

よって
、観
光
目
的
と
す
る
団
体
旅
行
や
パッ
ケ
ー

ジ
ツ
ア
ー
だ
け
で
な
く
、業
務
目
的
の
旅
行
者
も

チ
ャ
ー
タ
ー
便
を
利
用
し
や
す
く
な
る
こ
と
か

ら
、市
場
の
拡
大
や
底
上
げ
も
も
た
ら
さ
れ
る
」

と
指
摘
。従
来
か
ら
の
大
手
航
空
会
社
に
よ
る
国

際
定
期
路
線
に
加
え
て
L
C
C
の
就
航
誘
致
な

ど
も
通
じ
、東
北
ブ
ロッ
ク
に
お
け
る
ゲ
ー
ト
ウェ

イ
空
港
と
し
て
仙
台
空
港
の
利
用
促
進
を
図って

き
た
立
場
か
ら
、「
チ
ャ
ー
タ
ー
市
場
の
拡
大
だ
け

で
な
く
、第
三
国
の
航
空
会
社
も
含
め
て
チ
ャ
ー

タ
ー
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
ション
の
多
様
化
を
図
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、将
来
的
な
定
期
路
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
充
実
に
資
す
る
展
開
に
も
つ
な
が
る
」と
将

来
を
見
据
え
て
い
ま
す
。

需
要
の
創
出
や
旅
行
商
品
の
多

様
化
を

　

J
A
T
A
は
従
来
か
ら
、I
T
C
の
規
制
緩

和
を
観
光
庁
と
航
空
局
に
要
請
し
、旅
行
業
界

と
観
光
庁・航
空
局
と
の
連
絡
会
な
ど
を
通
じ

て
、強
く
働
き
か
け
を
行って
き
ま
し
た
。

　

す
で
に
実
現
さ
れ
て
き
て
い
る
チ
ャ
ー
タ
ー

規
制
の
緩
和
に
加
え
て
、J
A
T
A
と
し
て
は
、

I
T
C
を
利
用
し
て
旅
行
商
品
を
造
成
す
る
旅

行
会
社
が
実
際
に
販
売
し
や
す
い
環
境
を
整
え

る
規
制
緩
和
を
求
め
て
き
て
い
ま
す
。

　

J
A
T
A
海
外
旅
行
推
進
委
員
会
の
航
空・

空
港
問
題
検
討
部
会
で
副
部
会
長
を
務
め
る

K
N
T
│
C
T
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
海
外
旅
行
部

の
河
野
淳
部
長
は
、「
2
0
1
3
年
に
認
め
ら
れ
た

『
包
括
旅
行
用
座
席
の
卸
し
』に
続
き『
個
札
販

売
』の
規
制
緩
和
も
実
現
さ
れ
た
こ
と
で
、地
方

創
生
や
観
光
立
国
の
推
進
に
寄
与
す
る
だ
け
で

な
く
、地
方
市
場
で
の
I
T
C
販
売
が
容
易
に
な

る
」と
語
り
、そ
の
意
義
を
強
調
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
の
航
空
行
政
で
は
、あ
く
ま
で
も「
定
期

便
優
先
」と
い
う
基
本
政
策
が
維
持
さ
れ
て
き
て

お
り
、チ
ャ
ー
タ
ー
規
制
の
緩
和
も
抑
制
的
に
進

め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。今
回
の「
個
札
販
売
の
要

件
緩
和
」で
も
、定
期
便
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い

と
い
う
配
慮
か
ら
、主
に
第
三
国
航
空
会
社
に
対

す
る
従
来
か
ら
の
諸
制
限
が
地
方
空
港
に
限
って

撤
廃
さ
れ
る
形
と
なって
い
ま
す
が
、こ
れ
は
、第

三
国
航
空
会
社
に
よ
る
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
実
施
に

伴
う
複
雑
で
分
か
り
難
い
規
制
の
撤
廃
を
求
め

て
き
た
J
A
T
A
の
要
請
が
実
現
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　

河
野
副
部
会
長
は
、チ
ャ
ー
タ
ー
便
を
利
用
す

る
旅
行
者
の
利
便
性
が
向
上
、選
択
肢
が
拡
大

す
る
と
同
時
に
、航
空
会
社
に
とって
も
定
期
便

化
を
視
野
に
入
れ
て
そ
の
空
港
の
市
場
性
を
確

認
す
る
の
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。ま
た
、旅
行
業
界

に
とって
も
販
路
の
拡
大
や
多
様
な
旅
行
会
社
に

よ
る
チ
ャ
ー
タ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
取
り
組
み
促
進
な

ど
を
も
た
ら
す
今
回
の「
個
札
販
売
の
要
件
緩

航空事業課の平岡成哲課長

観光産業課の西海重和課長

東北観光推進機構の紺野純一専務理事

航空・空港問題検討部会の河野淳副部会長
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国土交通省ＨＰより

和
」に
つい
て
、「
旅
行
業
界
と
し
て
も
、そ
の
意
義

を
十
分
に
受
け
止
め
な
が
ら
、例
え
ば
冬
場
な
ど

に
機
材
に
余
裕
が
生
じ
る
中
央
ア
ジ
ア
の
航
空

会
社
を
有
効
活
用
し
た
リ
ゾ
ー
ト
な
ど
へ
の
第

３
国
チ
ャ
ー
タ
ー
に
取
り
組
み
や
す
く
な
る
な
ど

の
新
た
な
展
開
も
含
め
て
、地
方
市
場
に
お
け
る

チ
ャ
ー
タ
ー
需
要
の
掘
り
起
こ
し
や
チ
ャ
ー
タ
ー
商

品
の
拡
充
に
取
り
組
む
機
会
と
し
て
活
用
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」と
訴
え
て
い
ま
す
。

　

J
A
T
A
と
し
て
は
、観
光
庁・航
空
局
と
の

連
絡
会
な
ど
を
通
じ
て
今
回
の
要
件
緩
和
が
実

現
さ
れ
た
の
に
続
き
、今
後
も
さ
ら
な
る
規
制
緩

和
を
目
指
し
て
い
く
考
え
で
す
が
、航
空
事
業
課

の
平
岡
課
長
も
、「
双
方
向
交
流
の
拡
大
を
実
現

し
て
い
く
た
め
に
も
、旅
行
業
界
と
今
後
も
協
力

し
て
必
要
な
施
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
」と
語って

お
り
、ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
本
格
的
な
回
復

や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
さ
ら
な
る
増
大
に
向
け

て
、I
T
C
の
果
た
す
役
割
は
さ
ら
に
重
要
性
を

増
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。

東北観光推進機構は JATA東北支部や経済団体と連携して台
北市で仙台への国際航空路線の拡充などを働きかけました（訪
問先の中華航空での意見交換会）
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●読み物＆マーケティング
　・添乗員のための旅行医学VOL.83　薬剤の海外持ち込みには注意が必要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11
　・ハイ！こちら消費者相談室　苦情事例に学ぶ　　今回のテーマ：取消料と個別認可約款の適用・・・・・・13
　・法務の窓口　第42回　受注型ＢtoＢ約款の個別認可申請が可能に・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14

要人往来・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12

JNTO出入国統計（平成28年4月）
海外出国者数4月は７％の増加・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15

●素材研究
　（国内）長崎市　19世紀初頭の「出島」を復元・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・16
　（海外）セテニル・デ・ラス・ボデガス　異彩を放つアンダルシアの「白い村」・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・17
　（海外特別編）中国・大運河　町と風景　第3回　大運河観光を彩る流域の歴史的都市・・・・・・・・・・・・・・・・・18

●事務局だより・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・15

 連載　価値創造産業への新潮流
─動き出したダイバーシティの取組み─
事業所内に保育園も開設 【取材協力】沖縄ツーリスト株式会社・・・・・・・・10

国内・訪日旅行推進部　各国旅行市場報告
マレーシア編　訪日旅行者数はASEAN加盟国第3位・・・・・・・・・・・・9

ツーリズムEXPOジャパン2016
テーマは｢旅は変える。人生を。世界を。｣・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8

＜本部・支部活動報告＞
菊間副会長と林田理事が受賞
平成28年観光関係功労者大臣表彰・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7
JATA九州支部が外来種草花駆除活動・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7
支部活動報告・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7

 取材報告  期待高まるチャーター市場の活性化
ITCの個札販売要件が大幅に緩和
航空局・観光庁・旅行業界の足並みそろう・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1～3

7月1日は「旅の安全の日」　外務省領事局 能化正樹局長に聞く
旅行会社は「安全対策のプロ」に
外務省事前登録システム“旅レジ”の積極活用も・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5～6

今年4月に発生した熊本地震で被災された皆様と現
地観光事業者の皆様には心よりお見舞い申し上げま
す。当協会では一日も早い復興を応援するため、会員
会社が製作する九州地区のパンフレット等【今年度
（2017年3月末）製作分まで】
に掲載いただく統一ロゴマーク
を作成しました。
下記サイトからダウンロードの
上、会員各社のパンフレット等
に是非掲載いただきますようお
願いいたします。
http://www.jata-net.or.jp/k
yushu_logo.zip

JATAは2014年から7月1日を「旅の安全の日」と制定
し、会員各社が災害発生を想定した模擬訓練などを
実施してきています。「安全管理責任者」の任命率向
上や「旅行安全マネジメント自主点検リスト」の活用と
いった取り組みに加え、旅行者の自己責任として保険
加入を呼びかけるステッカーも作成しています。

表紙写真

「旅で応援 行こうよ！九州」ロゴの使用について（ご案内）



旅
行
会
社
は「
安
全
対
策
の
プ
ロ
」に

事
前
登
録
シ
ス
テ
ム〝
た
び
レ
ジ
〞の
積
極
活
用
を
！

外務省領事局 能化正樹局長に聞く
　
J
A
T
A
は
昨
年
に
引
き
続
き
、
7
月
1
日

の
「
旅
の
安
全
の
日
」
に
合
わ
せ
、
業
界
と
一

般
消
費
者
に
向
け
て
安
全
に
対
す
る
意
識
を
高

め
て
も
ら
う
た
め
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
ま

す
。
国
際
的
な
テ
ロ
や
自
然
災
害
な
ど
、
事

件
・
事
故
に
備
え
て
事
前
に
十
分
な
対
応
を
図

る
こ
と
も
「
旅
の
安
全
」
を
確
保
す
る
た
め
の

大
き
な
課
題
で
す
。
海
外
に
お
け
る
日
本
人
の

安
全
対
策
や
保
護
が
重
要
な
業
務
の
一
つ
で
あ

る
外
務
省
領
事
局
の
能
化
正
樹
局
長
に
、
旅
行

の
魅
力
や
海
外
で
の
安
全
な
ど
に
つ
い
て
越
智

良
典
J
A
T
A
事
務
局
長
が
伺
い
ま
し
た
。

人
生
に
チ
ャ
ン
ス
を
も
た
ら
す

海
外
旅
行

越
智　
最
初
に
外
国
を
訪
れ
る
こ
と
の
意
味
合

い
な
ど
に
つ
い
て
、
ご
自
身
の
経
験
な
ど
も
踏

ま
え
て
、
お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

能
化　
海
外
で
の
最
初
の
赴
任
地
は
フ
ラ
ン
ス

で
し
た
が
、
初
め
て
行
っ
た
海
外
は
米
国
で
、

大
学
時
代
に
1
カ
月
ほ
ど
滞
在
し
ま
し
た
。
と

て
も
色
々
な
出
会
い
が
あ
っ
て
、
外
国
に
関
心

を
持
つ
非
常
に
大
き
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

滞
在
し
て
い
た
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
は
、
当

時
、
米
国
大
統
領
選
挙
で
最
初
の
予
備
選
が
行

わ
れ
て
い
た
州
で
、
大
統
領
選
に
関
連
し
た
タ

ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
参
加
し
て
、
大
統
領
候

補
の
方
と
議
論
す
る
と
い
う
興
味
深
い
体
験
も

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
大
統
領
候
補

が
ハ
ワ
ー
ド
・
ベ
イ
カ
ー
上
院
議
員
で
、
後

年
、
駐
日
大
使
と
し
て
赴
任
さ
れ
た
際
に
、
再

会
す
る
機
会
も
あ
り
ま
し
た
。
人
生
に
貴
重
な

チ
ャ
ン
ス
を
も
た
ら
す
海
外
旅
行
の
意
義
を
実

感
し
ま
し
た
。

現
地
の
言
葉
を
使
っ
て
深
ま
る

人
間
関
係

越
智　
エ
チ
オ
ピ
ア
と
ジ
ブ
チ
で
海
賊
対
策
が

進
め
ら
れ
て
い
た
時
期
に
、
局
長
は
在
エ
チ
オ

ピ
ア
日
本
大
使
館
兼
在
ジ
ブ
チ
日
本
大
使
館
の

大
使
に
就
任
さ
れ
た
わ
け
で
す
ね
。

能
化　
日
本
の
自
衛
隊
も
参
加
し
て
、
海
賊
に

対
処
す
る
国
際
協
力
を
や
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
す
が
、
ジ
ブ
チ
に
は
外
務
省
の
常
駐
拠
点
が

な
か
っ
た
た
め
、
私
が
初
代
の
常
駐
大
使
と
し

て
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

越
智　
エ
チ
オ
ピ
ア
へ
は
、
現
在
、
日
本
か
ら

の
直
行
便
も
運
航
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本
か

ら
も
多
く
の
旅
行
者
が
エ
チ
オ
ピ
ア
へ
行
か
な

い
と
、
路
線
の
維
持
も
困
難
に
な
り
ま
す
。
世

界
遺
産
も
沢
山
あ
っ
て
歴
史
や
文
化
の
魅
力
が

多
彩
な
国
で
あ
る
こ
と
を
、
も
っ
と
紹
介
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

能
化　
ア
フ
リ
カ
で
は
、
固
有
の
文
字
が
限
ら

れ
て
い
て
、
今
で
も
英
語
や
フ
ラ
ン
ス
語
が
文

字
と
し
て
使
わ
れ
る
国
が
多
い
の
で
す
が
、
エ

チ
オ
ピ
ア
の
場
合
は
、
か
な
り
昔
か
ら
文
字
を

持
っ
て
い
ま
し
た
。
現
在
の
公
用
語
は
、
ア
ム

ハ
ラ
語
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
独
自
の

文
字
文
化
は
全
国
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

越
智　
現
在
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て

自
分
で
見
た
つ
も
り
に
な
っ
て
し
ま
い
、
海
外

へ
出
か
け
る
た
め
の
一
歩
を
踏
み
出
さ
な
い

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

能
化　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
だ
と
触
覚
・
味
覚
・

嗅
覚
に
は
伝
わ
り
ま
せ
ん
。
ア
フ
リ
カ
は
色
彩

が
豊
か
で
大
変
き
れ
い
に
見
え
ま
す
が
、
実
際

に
行
か
な
い
と
、
熱
気
や
湿
気
、
独
特
の
臭
い

な
ど
五
感
に
迫
っ
て
く
る
も
の
は
分
か
り
ま
せ

ん
。
現
地
の
人
た
ち
と
交
流
す
る
中
で
し
か
得

ら
れ
な
い
も
の
も
多
く
、
海
外
旅
行
は
そ
う
し

た
異
文
化
交
流
を
深
め
る
上
で
、
か
け
が
え
の

な
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
地
元
の
言

語
に
ど
の
く
ら
い
関
わ
れ
る
か
も
、
交
流
を
深

め
る
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
ジ
ブ
チ
に
駐
在

し
て
い
た
時
、
公
用
語
は
ア
ラ
ビ
ア
語
と
フ
ラ

ン
ス
語
以
外
に
、
ソ
マ
リ
語
と
ア
フ
ァ
ー
ル
語

と
い
う
2
つ
の
現
地
部
族
の
言
語
が
あ
り
、
地

方
な
ど
へ
行
っ
た
時
、
現
地
の
言
葉
を
使
う
か

使
わ
な
い
か
で
人
間
関
係
の
深
ま
り
方
が
全
然

違
い
ま
し
た
。

越
智　
言
葉
が
上
手
い
か
下
手
か
で
は
な
く
、

相
手
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
と
伝
わ
る
こ
と
も

大
事
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
そ
う
で
す
。

能
化　

例
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
3
分
間
ス

ピ
ー
チ
し
て
も
、
現
地
語
の
通
訳
で
は
1
分
く

ら
い
で
終
わ
る
と
、
ち
ゃ
ん
と
伝
わ
っ
て
い
な

い
の
か
な
と
い
う
気
が
し
ま
す
。
少
し
で
も
い

い
か
ら
現
地
語
を
使
え
ば
、
英
語
や
フ
ラ
ン
ス

語
だ
け
の
時
と
全
く
異
な
る
結
果
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

命
綱
と
な
る
旅
レ
ジ
の
活
用
を
！

越
智　
本
題
で
あ
る
海
外
で
の
安
全
に
つ
い
て

は
、
ど
の
よ
う
に
お
考
え
に
な
り
ま
す
か
。
旅

領事局の能化局長（左）と、お話を聞かせていただいた越智 JATA事務局長



7月1日は「旅の安全の日」

　黒船来航から13年後の慶応2年（1866年）4月、江戸幕府が日本
人海外渡航の禁制を解き、「海外諸国へ向後学科修行又は商業
のため相越度志願の者」には願出があれば、事情をただした上で
「御免之印章」を発給するという布告を出しました。今年は、現在の
パスポートにつながる海外渡航文書の発給事務開始から150周年
を迎えます。慶応2年10月に発行された日本最初のパスポートは、総
勢18人の曲芸団「日本帝国一座」を率いてパリ万国博覧会に向
かった隅田川波五郎一行に与えられました。写真は、曲芸団のひと
り横浜市在住の「亀吉」に発給された第3号パスポートで、現存する
日本最古のものとして、外務省外交史料館に所蔵されています。

現存する日本最古のパスポート

2016年は「パスポート150周年」

行
会
社
も
「
安
心
安
全
」
の
確
保
に
万
全
を
期

し
て
い
ま
す
が
、
「
安
心
安
全
」
に
は
絶
対
が

あ
り
ま
せ
ん
。

能
化　

国
民
の
皆
さ
ん
に
は
、是
非
、海
外
旅

行
に
出
か
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す

が
、先
進
国
で
も
テ
ロ
な
ど
様
々
な
危
険
が
存

在
す
る
と
い
う
厳
し
い
現
実
も
あ
り
ま
す
。日

本
人
が
犠
牲
に
な
る
ケ
ー
ス
も
出
て
き
て
い
ま

す
。ま
ず
は
海
外
に
は
日
本
の
主
権
が
及
ば
な

い
と
い
う
基
本
認
識
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
必
要
で
す
。そ
の
上
で
、予
防
と
対
処
に
つい

て
考
え
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

越
智　
予
防
と
対
処
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
教

え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

能
化　

予
防
は
危
い
場
所
や
時
期
に
行
か
な

い
・
危
険
な
行
動
を
と
ら
な
い
と
い
う
こ
と
、

対
処
は
何
か
あ
っ
た
時
に
ど
う
す
る
か
と
い
う

こ
と
で
、
外
務
省
の
海
外
安
全
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
国
や
地
域
ご
と
の
注
意
事
項
や
基
本
的
な
対

処
方
法
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
最
後

の
命
綱
と
な
る
の
は
連
絡
手
段
の
確
保
で
す

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
連
絡
先
を
登

録
す
る
外
務
省
の
シ
ス
テ
ム
〝
た
び
レ
ジ
〞
を

活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
３
月
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
テ
ロ
事

件
の
際
に
は
、
登
録
い
た
だ
い
て
い
た
方
に

は
、
５
回
に
わ
た
り
事
件
の
状
況
と
注
意
事
項

を
メ
ー
ル
で
連
絡
い
た
し
ま
し
た
。
旅
行
者
自

身
が
安
全
確
保
に
努
め
る
こ
と
こ
そ
基
本
と
考

え
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
旅
行
会
社
の
サ
ポ
ー

ト
に
よ
っ
て
安
全
度
を
高
め
た
り
、
旅
行
商
品

に
付
加
価
値
を
与
え
た
り
、
と
い
う
こ
と
も
出

来
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
旅
行
会
社
に

は
、
安
全
対
策
の
プ
ロ
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
望
ん
で
い
ま
す
。

越
智　

旅
行
業
界
と
外
務
省
の
連

携
が
深
ま
っ
た
の
は
、
第
2
次
イ

ラ
ク
戦
争
が
起
き
た
2
0
0
3
年

で
し
た
。
「
安
全
対
策
の
プ
ロ
に

な
る
こ
と
が
旅
行
会
社
の
価
値
に

な
る
時
代
だ
」
と
言
わ
れ
て
、
外

務
省
や
リ
ス
ク
会
社
と
一
緒
に
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
構
築
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
J
A
T
A
で
は
海
外

旅
行
安
心
安
全
部
会
を
発
足
し
、

安
否
確
認
や
事
件
後
の
現
地
調

査
、
安
全
対
策
を
共
有
化
し
て
き

ま
し
た
。
現
在
は
業
界
全
体
で
旅

行
安
全
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
定
着
化
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
企
画
力
、
斡
旋
力
と
安
全
対
策

が
私
達
の
生
命
線
だ
と
啓
蒙
中
で
す
。

能
化　
ホ
テ
ル
や
ル
ー
ト
を
選
択
す
る
時
に
外

務
省
の
海
外
安
全
情
報
を
参
考
に
し
て
安
全
な

旅
行
を
企
画
し
て
い
た
だ
き
、
万
一
、
事
件
・

事
故
が
起
き
た
場
合
に
は
、
外
務
省
・
大
使
館

な
ど
と
連
携
し
て
、
安
否
確
認
も
一
緒
に
や
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
先
ほ
ど

ご
紹
介
し
た
「
た
び
レ
ジ
」
に
つ
い
て
は
、
海

外
旅
行
関
連
業
者
向
け
に
，
各
業
者
が
扱
う
海

外
渡
航
者
の
デ
ー
タ
を
一
括
で
登
録
す
る
こ
と

が
で
き
る
「
た
び
レ
ジ
連
携
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ

ス
」
の
提
供
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
積
極
的
に
ご
活
用
い
た

だ
き
、
連
携
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
パ
リ
や
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
お
い
て

テ
ロ
事
件
が
発
生
し
た
よ
う
に
，
テ
ロ
は
先
進

国
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
地
で
発
生
す
る
可
能
性
が

あ
り
，
日
本
人
・
日
本
権
益
が
標
的
と
な
り
，

テ
ロ
の
被
害
に
遭
う
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
テ
ロ
以
外
に
も
，
一
般
犯
罪
や
感
染
症
な

ど
，
場
所
に
よ
っ
て
様
々
な
リ
ス
ク
が
あ
り
，

そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
の
事
情
を
踏
ま
え
た
適
切
な

安
全
対
策
が
必
要
で
す
。
で
す
か
ら
，
旅
行
会

社
に
お
か
れ
て
は
，
各
社
が
し
っ
か
り
と
安
全

対
策
を
実
施
い
た
だ
き
，
各
社
の
安
全
対
策
が

一
つ
の
「
売
り
」
に
な
る
よ
う
な
雰
囲
気
を
業

界
全
体
で
形
成
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

外務省領事局局長　能化正樹（のうけ・まさき）氏
1959年生まれ。兵庫県出身。1982年東京大学法学部卒、同年外務省
入省。2003 年アジア大洋州局大洋州課長、2006 年在フランス大使
館公使、2009 年在エチオピア日本大使館兼在ジブチ日本大使館大使、
2011年内閣情報調査室次長などを経て、2015年 10月から現職



本部支部活動報告

菊
間
副
会
長
と
林
田
理
事
が
受
賞

平
成
28
年
観
光
関
係
功
労
者
大
臣
表
彰

J
A
T
A
九
州
支
部
が
外
来
種
草
花
駆
除
活
動

海
の
中
道
海
浜
公
園
で
56
人
に
よ
る
作
業
を
実
施
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5
月
3
日
〜
5
日　
広
島
フ
ラ
ワ
ー
フェス
テ
ィ
バ

ル　
ブ
ー
ス
で
協
力

6
月
3
日（
金
）　
第
1
回
幹
事
会

6
月
8
日
〜
10
日　
J
A
T
A
中
四
国
支
部　

C
A
大
連・旅
順
研
修
旅
行

5
月
6
日　

国
営「
海
の
中
道
海
浜
公
園
」で
外

来
種
駆
除
活
動
を
実
施
。56
人
が
参
加
。

5
月
10
日　
実
務
委
員
会
を
開
催
。

5
月
16
日　
国
際
旅
行
委
員
会
を
開
催
。

5
月
18
日　
消
費
者
相
談
委
員
会
を
開
催
。

5
月
25
日　
国
内
旅
行
委
員
会
を
開
催
。

5
月
26
日　
海
外
旅
行
委
員
会
を
開
催
。

5
月
27
日　
ク
ラ
ブ
カ
リ
フ
ォルニア
セ
ミ
ナ
ー（
カ

リ
フ
ォルニア
地
区
州
政
観
説
明
会
）を
開
催
。

6
月
5
日　

第
1
回「
寺
子
屋
J
A
T
A
」を

開
催
。

6
月
7
日　
第
1
回
幹
事
会
を
開
催
。

5
月
20
日　
教
育
旅
行
委
員
会

5
月
25
日　
支
部
年
次
定
例
会

6
月
2
日　
総
務
委
員
会

5
月
10
日　
第
1
回
幹
事
会
を
開
催
。

5
月
17
日　
第
1
回
総
務
委
員
会
を
開
催
。

5
月
17
日　
第
1
回
業
務
改
善
委
員
会
を
開
催
。

5
月
17
日　
第
1
回
訪
日
旅
行
委
員
会
を
開
催
。

5
月
20
日　
第
1
回
海
外
旅
行
委
員
会
を
開
催
。

5
月
20
日　
第
1
回
国
内
旅
行
委
員
会
を
開
催
。

6
月
1
日　
海
外
旅
行
セ
ミ
ナ
ー（
函
館
）を
開
催
。

6
月
2
日　

国
際
航
空
運
賃
セ
ミ
ナ
ー（
基
礎
）

を
開
催
。

5
月
13
日　

仙
台
国
際
空
港
の
国
際
線
就
航

キ
ャ
リ
ア
4
社
も
出
席
し
、海
外
旅
行
委
員
会・

拡
大
会
議
を
開
催
。

5
月
16
日　

神
奈
川
県
バ
ス
協
会
と
の
意
見
交

換
会
を
開
催
。

5
月
27
日　
拡
大
幹
事
会（
長
野
）を
開
催
。

6
月
7
日　
海
外
旅
行
委
員
会
を
開
催
。

5
月
11
日　
海
外
旅
行
委
員
会
を
開
催
。

5
月
12
日　

国
内（
訪
日
）・地
域
振
興
委
員
会

を
開
催
。

5
月
17
日　
研
修
委
員
会
を
開
催
。

6
月
9
日　
O
F
C・J
A
T
A
共
催
に
よ
る
国

際
航
空
運
賃
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
。

5
月
26
日　
幹
事
会

　
J
A
T
A
九
州
支
部
は
5
月
6
日
、国
営「
海

の
中
道
海
浜
公
園
」で
外
来
種
草
花
駆
除
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　

同
公
園
で
は
、管
理
セ
ン
タ
ー
職
員
か
ら
外

来
種
草
花
に
つい
て
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
る
と
同

時
に
、実
際
に
駆
除
の
対
象
と
な
る
メ
リ
ケ
ン
ト

キ
ン
草
を
見
な
が
ら
注
意
事
項
な
ど
の
説
明
を

受
け
た
後
、作
業
を
実
施
。メ
リ
ケ
ン
ト
キ
ン
草

1
万
3
5
0
0
本
と
そ
の
他
2
0
0
0
本
の
駆

除
を
行って
い
ま
す
。

　

今
回
の
駆
除
活
動
に
は
、J
T
B
九
州・西

鉄
旅
行・日
本
旅
行・近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト・

J
T
B
ワ
ー
ル
ド
バ
ケ
ー
ション
ズ・阪
急
交
通
社・

名
鉄
観
光・J
R
九
州・農
協
観
光・東
武
ト
ッ
プ

ツ
ア
ー
ズ・旅
行
綜
研・ク
ラ
ブ
メッ
ド・H
I
S・日

本
添
乗
サ
ー
ビ
ス
協
会・J
A
T
A
事
務
局
の
15

団
体
か
ら
56
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

国
土
交
通
省
は
4
月
25
日
、東
京・霞
が
関
の

同
省
共
用
大
会
議

室
で
、多
年
に
わ

た
っ
て
観
光
関
係

事
業
に
精
励
し
、功

績
が
顕
著
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
た
関

係
者
の
表
彰
を
行

い
ま
し
た
。

　

旅
行
業
関
係
で

は
、J
A
T
A
副
会
長
を
務
め
る
ワ
ー
ル
ド
航

空
サ
ー
ビ
ス
の
菊
間
潤
吾
代
表
取
締
役
会
長
と

J
A
T
A
理
事
を
務
め
る
エヌ
オ
ー
イ
ー
林
田
建

夫
相
談
役
の
2
人
が
、石
井
啓一国
土
交
通
大
臣

か
ら
表
彰
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
観
光
関
係
功
労
者
大
臣
表
彰
で

は
、菊
間
副
会
長
と
林
田
理
事
に
加
え
て
、ホ
テ

ル
業
関
係
か
ら
13
人
、旅
館
業
関
係
か
ら
8
人
、

観
光
レ
ス
ト
ラ
ン
事
業
か
ら
2
人
の
合
計
25
人
が

受
賞
し
ま
し
た
。

関
東
支
部

東
北
支
部

九
州
支
部

中
部
支
部

北
海
道
支
部

沖
縄
支
部

関
西
支
部

中
四
国
支
部

石井国土交通大臣から表彰された菊間副会
長（左）夫妻と林田理事（右）夫妻



テ
ー
マ
は「
旅
は
変
え
る
。人
生
を
。世
界
を
。」

海
外
旅
行
復
活
と
震
災
被
災
地
支
援
の
企
画
展
開
へ

主催 ： 公益社団法人 日本観光振興協会、一般社団法人 日本旅行業協会
会期 ： ９月２２日（木）～２５日（日）　会場 ： 東京ビッグサイト・ベルサール日本橋東京

旅行業における企画力およびマーケティング力の向上、「観光立国」の施策 に寄与することを目的に、海外、国内、訪日
旅行で最も優れた企画旅行（募集型・受注型）に対して表彰を行ってきた「ツアーグランプリ」を今年も開催します。
是非、皆様からの魅力あふれる企画旅行のご応募をお待ちしております！

旅行業における企画力およびマーケティング力の向上、「観光立国」の施策 に寄与することを目的に、海外、国内、訪日
旅行で最も優れた企画旅行（募集型・受注型）に対して表彰を行ってきた「ツアーグランプリ」を今年も開催します。
是非、皆様からの魅力あふれる企画旅行のご応募をお待ちしております！

主 催 : ツアーグランプリ2016 実行委員会 
後 援 : 国土交通省（予定）、国土交通省観光庁（予定）、
 一般社団法人日本旅行業協会（JATA）、一般社団法人日本旅行作家協会 

主 催 : ツアーグランプリ2016 実行委員会 
後 援 : 国土交通省（予定）、国土交通省観光庁（予定）、
 一般社団法人日本旅行業協会（JATA）、一般社団法人日本旅行作家協会 

お問合せ

ツアーグランプリ

ツアーグランプリ2016 運営事務局
〒100-0013 東京都千代田区霞が関3-3-3 全日通霞が関ビル3F
TEL:03-6858-3615　FAX:03-3592-1268　Email:tatg@jata-net.or.jp

応募締め切りは7月8日（金）必着。

ツアーグランプリ

応募方法など詳細はこちら↓応募方法など詳細はこちら↓

「ツアーグランプリ2016」
応募受付中!

「ツアーグランプリ2016」
応募受付中!

「ツアーグランプ「ツアーグランプ「ツアーグラグランプリリリ2016201620 662016」」」」」」」
旅行業の未来を広げる旅の企画大賞旅行業の未来を広げる旅の企画大賞

ツアー
グランプリ
2016
ツアー
グランプリ
2016

　

　
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン
実

行
委
員
会
は
5
月
25
日
、東
京・霞
が

関
の
東
海
大
学
校
友
会
館
で「
ツ
ー
リ

ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン
2
0
1
6
」

の
概
要
発
表
会
見
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

海
外
旅
行・訪
日
旅
行
と
国
内
旅

行
の
振
興
を
図
る
た
め
、「
観
光
」を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
多
く
の
国
や
地
域
の
魅

力
が一堂
に
集
結
す
る
世
界
最
大
級
の

旅
の
総
合
イ
ベン
ト
と
し
て
3
回
目
を

迎
え
る「
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャパ

ン
」の
今
年
の
開
催
テ
ー
マ
は
、「
旅
は

変
え
る
。人
生
を
。世
界
を
。」で
す
。

　

展
示
会
の
海
外
出
展
で
は「
海
外

旅
行
復
活
の
年
」と
し
て
需
要
喚
起

の
展
開
を
行
う
ほ
か
、国
内
展
示
で
は

震
災
被
災
地
支
援
な
ど
の
企
画
も
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、今
年
か
ら
名
称
を
改
め

た「
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン

フ
ォ
ー
ラ
ム
」で
は
、〝
輝
き
続
け
る
日

本
、そ
し
て
世
界
│
│
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

4
0
0
0
万
人
時
代
の
交
流
大
国
を

目
指
し
て
〞を
テ
ー
マ
に
グ
ロ
ー
バ
ル
観

光
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
、世
界
へ
向
け

て
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
大

き
な
可
能
性
を
発
信
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン
実

行
委
員
会
の
田
川
博
己
実
行
委
員
長

は
、3
回
目
で〝
ジ
ャ
ン
プ
〞の
年
と
な

る「
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン

2
0
1
6
」の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、⑴

第
1
期
三
位
一体
型
イ
ベン
ト
の
完
成

形
、⑵
ア
ジ
ア
に
お
け
る
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ

プ
イ
ベン
ト
と
し
て
の
明
確
な
ポ
ジ
ショ

ン
確
立
、⑶
ツ
ー
リ
ズ
ム
レ
ガ
シ
ー
の
新

た
な
芽
吹
き
、の
3
点
を
指
摘
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、「
旅
は
変
え

る
。
人
生
を
。
世
界

を
。」と
い
う
キ
ャッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
つ
い
て
、田
川

委
員
長
は「
2
0
2
0

年
に
向
か
っ
て
日
本
が

世
界
を
動
か
す
エン
ジ
ン

に
な
る
」「
ツ
ー
リ
ズ
ム

産
業
が
ヒ
ト
を
動
か
し
、

地
域
を
動
か
し
、未
来
を
変
え
る
、そ

の
す
べ
て
の
原
動
力
に
な
る
」「
3
年

目
の
集
大
成
と
更
な
る
飛
躍
に
向
か

う
」と
い
う
意
味
を
込
め
た
と
説
明
。

二
代
目・歌
川
広
重
の
作
に
な
る「
諸

国
名
所
百
景
」の「
遠
州
秋
葉
遠
景 

袋
井
凧
」を
ベ
ー
ス
と
す
る
キ
ー
ビ
ジュ

ア
ル
は
、「
人
々
の
交
流
と
様
々
な
文
化

が
融
合
す
る
旅
の
ス
タ
イ
ル
」を
表
し

て
い
ま
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
を
盛
り
上

げ
る
企
画
も
検
討

　

展
示
会
で
は
、国
内
47
都
道
府

県
に
加
え
て
、1
4
0
以
上
の
国
・

地
域
か
ら
前
年
比
4
％
増
と
な
る

1
5
5
0
小
間
の
申
し
込
み
が
あ

り
、国
内
部
分
は
、今
年
3
月
の
北
海

道
新
幹
線
の
開
業
に
よって
結
ば
れ
た

青
森
と
函
館
の
“
青
函
連
携
”
効
果

の
盛
り
上
が
り
と
、1
0
0
小
間
以

上
の
関
東・甲
信
越
地
域
、90
小
間
以

上
の
中
四
国
地
域
で
の
広
域
連
携
に

よ
る「
地
域
を
見
せ
る
」工
夫
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
復
活
を
掲
げ
る
海

外
展
示
で
は
、日
本
か
ら
の
旅
行
需
要

回
復
を
目
指
す
フ
ラ
ン
ス
が
出
展
を

決
定
し
て
お
り
、田
川
委
員
長
は「
リ

カ
バ
リ
ー・フ
ラ
ン
ス
に
向
け
て
主
催
者

と
し
て
も
出
来
る
限
り
協
力
す
る
」

方
針
を
示
し
、「
ヨ
ー
ロッパ
全
体
を
盛

り
上
げ
る
企
画
を
検
討
し
て
い
る
」こ

と
も
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。ま
た
、展

示
規
模
で
は
、50
小
間
を
出
展
す
る

韓
国
が
最
大
で
、ブ
ラ
ン
ド
U
S
A
の

48
小
間
が
続
い
て
い
ま
す
。

日
本
橋
エ
リ
ア
を
舞
台
に

ジ
ャ
パ
ン
ナ
イ
ト

　
ジ
ャ
パ
ン
ナ
イ
ト
は
、昨
年
に
続
い
て

ユニ
ー
ク・エ
ク
ス
ペ
リ
エン
ス
の
コン
セ
プ

ト
を
継
続
し
、東
京
の
市
街
地
空
間

を
活
用
す
る「
都
市
型
M
I
C
E
」

第
2
弾
と
し
て
日
本
橋
エ
リ
ア
を
舞

台
に
様
々
な
企
画
を
検
討
し
て
お
り
、

田
川
委
員
長
は「
江
戸
の
中
心
と
し

て
栄
え
、国
内
を
つ
な
ぐ
五
街
道
の
起

点
と
な
る
道
路
元
標
が
あ
る
日
本
橋

を
拠
点
に
、日
本
の
伝
統
や
文
化
、日

本
食
を
堪
能
し
て
い
た
だ
き
た
い
」と

説
明
し
ま
し
た
。

　
ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン
は
、

リ
オ
五
輪
後
に
日
本
で
開
催
さ
れ
る

最
初
の
国
際
イ
ベン
ト
と
な
る
こ
と
か

ら
、田
川
委
員
長
は「
東
京
を
国
際
都

市
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
、海
外
か
ら
の

お
客
様
の
国
際
交
流
と
ツ
ー
リ
ズ
ム

E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ンへの
来
場
の
促
進

を
目
指
し
た
い
」と
意
欲
を
示
し
て
い

ま
す
。

公式サイト ： http://www/t-expo.jp/

ツーリズム EXPOジャパン実行委員会の田川委
員長（左）と見並陽一副委員長



マ
レ
ー
シ
ア
編

訪
日
旅
行
者
数
は
A
S
E
A
N
加
盟
国
第
3
位

国内・訪日旅行推進部　各国旅行市場報告

　
ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
（
V
J
）
事
業
に
お
け
る
重
点
2
0
市
場
の
一つ
で
あ
る
マ
レ
ー
シ
ア
は
、

2
0
1
5
年
に
お
け
る
訪
日
旅
行
者
数
が
前
年
比
2
2
％
増
の
3
0
5
0
0
0
人
を
記
録
し
、

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
A
S
E
A
N
）
加
盟
国
と
し
て
は
、
タ
イ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
次
ぐ
規

模
の
市
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

マ
レ
ー
シ
ア
国
内
最
大
規
模
の
旅
行
見
本
市

〝
M
A
T
T
A 

F
A
I
R
〞

　
マ
レ
ー
シ
ア
は
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
み
の
国
と
思
わ
れ
が

ち
で
す
が
、実
際
に
は
、民
族
構
成
が
複
雑
な
多
民
族
国

家
で
す
。主
な
民
族
は
、マ
レ
ー
系
が
約
67
％
、中
国
系
が

約
25
％
、イ
ン
ド
系
が
約
7
％
で
、旅
行
業
協
会
も
、マ

レ
ー
シ
ア
旅
行
業
協
会（
M
A
T
T
A
）の
ほ
か
に
、

M
alaysian Bum

iputera A
ssociation of T

our 
and 

T
ravel 

A
gents’ 

M
alaysian 

Chinese 
T
ourism

 A
ssociation 

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
M
A
T
T
A
が
主
催
す
る〝
M
A
T
T
A 

F
A
I
R
〞 

は
、マ
レ
ー
シ
ア
各
地
で
年
間
に
1
0
回
以
上
開
催
さ
れ

て
お
り
、3
月
と
9
月
に
開
催
さ
れ
る
も
の
が
最
大
規

模
の
も
の
で
す
。出
展
ブ
ー
ス
数
は
1
0
0
0
以
上
、来

場
者
数
は
1
0
万
人
以
上
に
達
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

ビ
ザ
自
由
化
で
訪
日
旅
行
者
が
順
調
に
増
加

マ
レ
ー
シ
ア
の
人
口
は
3
0
2
6
万
人
、国

民
一
人
当
た
り
の
G
D
P
は
1
万
8
0
4
米

ド
ル（
何
れ
も
2
0
1
4
年
）で
、マ
レ
ー
シ
ア

か
ら
の
出
国
者
数
は
、陸
路
で
の
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
へ
の
訪
問
者
数
も
含
め
て
4
5
2
2
万

人（
2
0
1
1
年
）に
達
し
て
お
り
、出
国

率
は
単
純
計
算
で
1
5
0
％
近
い
高
水
準

と
な
り
ま
す
。各
国
の
受
入
統
計
に
よ
る

と
、2
0
1
4
年
に
お
け
る
ア
ジ
ア
各
国
・

地
域
へ
の
マ
レ
ー
シ
ア
人
旅
行
者
は
、タ
イ
が

2
6
4
万
4
0
0
0
人
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が

1
4
1
万
8
0
0
0
人
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が

1
2
3
万
3
0
0
0
人（
空
路
と
海
路
で
の

入
国
）、中
国
が
1
1
3
万
人
を
数
え
て
い
ま

す
。日

本
で
は
2
0
1
3
年
7
月
か
ら
、90
日

ま
で
の
短
期
滞
在
で
観
光
・
親
族
訪
問
・
短

期
商
用
な
ど
を
目
的
と
す
る
訪
日
マ
レ
ー

シ
ア
人
に
つ
い
て
は
、国
際
民
間
航
空
機
関

（
I
C
A
O
）基
準
に
準
拠
し
た
I
C
一
般

旅
券
を
所
持
し
て
い
る
場
合
、査
証
取
得
勧

奨
を
終
了
し
、い
わ
ゆ
る
ビ
ザ
の
自
由
化
を
実

施
し
ま
し
た
。こ
の
結
果
、訪
日
マ
レ
ー
シ
ア
人

旅
行
者
数
は
、2
0
1
3
年
が
前
年
比
36
％

増
の
17
万
6
5
2
1
人
、2
0
1
4
年
が
同

41
％
増
の
24
万
9
5
2
1
人
、2
0
1
5
年

が
同
22
％
増
の
30
万
5
4
4
7
人
と
順
調
に

増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。

ラ
ン
ド
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
よ
る
需
要
創
出
も

日
本
を
訪
れ
る
マ
レ
ー
シ
ア
人
旅
行
者
の
場

合
、そ
の
特
徴
が
地
域
別
に
異
な
っ
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。

例
え
ば
、ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
を
中
心
と
し
た

地
域
で
は
、既
に
リ
ピ
ー
タ
ー
に
よ
る
F
I
T

化
が
進
ん
で
お
り
、旅
行
商
品
の
購
入
先
も
、

オ
ン
ラ
イ
ン・ト
ラ
ベル
エ
ー
ジェン
ト（
O
T
A
）

経
由
で
の
購
入
傾
向
が
顕
著
と
な
って
き
て
い

る
よ
う
で
す
。

一
方
、中
華
系
旅
行
会
社
の
比
率
が
高
い
と

言
わ
れ
て
い
る
ペ
ナ
ン
や
、ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
に

次
ぐ
第
2
の
都
市
で
あ
る
ジ
ョ
ホ
ー
ル
バ
ル
、コ

タ
キ
ナ
バ
ル
な
ど
の
都
市
を
中
心
と
し
た
地
域

で
は
、日
本
に
つい
て
の
情
報
が
ま
だ
限
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、旅
行
会
社
を
通
じ
た
団
体
旅

行
に
よ
る
旅
行
商
品
の
購
入
比
率
が
高
く
、ラ

ン
ド
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
力
量
に
よ
っ
て
需
要
を

創
出
す
る
可
能
性
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

マ
レ
ー
シ
ア
と
日
本
を
結
ぶ
航
空
路
線
で

は
、マ
レ
ー
シ
ア
航
空
や
本
邦
キ
ャ
リ
ア
に
加
え

て
、3
年
ほ
ど
前
か
ら
日
本
へ
の
乗
り
入
れ
を

開
始
し
た
エ
ア
ア
ジ
ア
X
が
増
便
を
進
め
る
な

ど
、L
C
C
を
利
用
し
て
日
本
を
訪
れ
る
旅

行
者
も
着
実
に
増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。

訪
日
旅
行
で
は
年
２
回
の
ピ
ー
ク
シ

ー
ズ
ン

過
去
3
年
間
に
お
け
る
訪
日
マ
レ
ー

シ
ア
人
旅
行
者
の
月
別
推
移
を
み
る

と
、大
き
な
ピ
ー
ク
シ
ー
ズ
ン
が
2
回

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

一つ
は
春
先
の
桜
シ
ー
ズ
ン
で
、訪
日
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
が
拡
大
す
る
中
、他

の
主
要
市
場
で
も
見
ら
れ
る
傾
向
で

す
。も
う
一つ
の
ピ
ー
ク
シ
ー
ズ
ン
が
年
末
の
12

月
で
す
が
、こ
れ
は
、マ
レ
ー
シ
ア
で
は
多
く
の
州

で
11
月
末
か
ら
12
月
に
か
け
て
学
年
末
休
暇

と
な
る
た
め
で
、マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
の
旅
行
需
要

が
大
き
く
伸
び
る
時
期
と
な
って
い
ま
す
。

ま
た
、反
対
に
、イ
ス
ラ
ム
教
の
断
食
明
け
の

休
暇
に
当
た
る
7
〜
8
月
は
最
も
需
要
が
少

な
い
時
期
と
な
る
の
も
、マ
レ
ー
シ
ア
な
ら
で
は

の
特
徴
と
言
え
ま
す
。

J
A
T
A
と
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
観
光
局

は
、マ
レ
ー
シ
ア
を
訪
れ
る
日
本
人
旅
行
者

を
1
0
0
万
人
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

2
0
1
2
年
4
月
に「
マ
レ
ー
シ
ア
1
0
0
万

人
プ
ロ
ジェク
ト
」の
覚
書
を
締
結
し
て
以
来
、

共
同
で
様
々
な
活
動
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。2
0
1
5
年
10
月
か
ら
の
第
2
弾
で
は
、

活
動
の
継
続
に
よ
る
目
標
達
成
の
可
能
性
拡

大
、教
育
旅
行
や
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
な
ど
マ
レ
ー
シ

ア
の
有
望
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
を
通
じ
た
ア
ジ

ア
全
体
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
加
速
、ア
ジ
ア
大
交

流
時
代
に
活
躍
で
き
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成

な
ど
に
取
り
組
み
、一
定
の
成
果
を
収
め
て
い

ま
す
。

MATTA FAIR 2014

出典：日本政府観光局（JNTO）



外
国
人
社
員
の
活
躍
で
ム
ス
リ
ム
市

場
開
発

沖
縄
ツ
ー
リ
ス
ト
で
は
、1
9
9
0
年
代
か

ら
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
への
取
り
組
み
を

本
格
化
し
て
い
ま
し
た
が
、そ
の
取
り
扱
い
は

沖
縄
発
着
の
直
行
路
線
が
開
設
さ
れ
て
い
る

中
国
や
韓
国
、台
湾
、香
港
な
ど
の
東
ア
ジ
ア

各
国・地
域
が
中
心
で
し
た
。

10
年
ほ
ど
前
か
ら
は
、顧
客
の
拡
大
や
需
要

の
安
定
化
を
図
る
た
め
、東
ア
ジ
ア
に
加
え
て
、

東
南
ア
ジ
ア
市
場
への
ア
プ
ロ
ー
チ
も
開
始
。シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
や
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
の
市
場
を
開
発

す
る
際
に
、ム
ス
リ
ム
対
応
と
い
う
課
題
の
克
服

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
フ
ィ
リ
ピ
ン

国
籍
な
ど
の
外
国
人
社
員
で
し
た
。

同
社
の
東
良
和
代
表
取
締
役
会
長
は
、「
国

内
に
ム
ス
リ
ム・コ
ミ
ュニ
テ
ィ
が
あ
る
フ
ィ
リ
ピ

ン
出
身
の
社
員
ら
が
、日
本
で
の
自
ら
の
経
験

も
踏
ま
え
て
、対
応
を
検
討
し
ま
し
た
」と
振

り
返
り
、「
イ
ス
ラ
ム
法
の
規
定
に
のっ
と
っ
た

方
法
で
処
理
し
た
食
材
し
か
口
に
し
て
は
い

け
な
い
戒
律
や
1
日
5
回
の
礼
拝
を
欠
か
さ

な
い
習
慣
な
ど
に
受
け
入
れ
先
全
体
で
配
慮

で
き
な
け
れ
ば
、訪
日
し
た
旅
行
者
の
皆
さ
ん

に
気
持
ち
良
く
旅
行
を
し
て
も
ら
う
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
」と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

日
本
人
社
員
が
同
行
し
て
説
明
を

フ
ォ
ロ
ー

東
南
ア
ジ
ア
各
国
か
ら
の
旅
行
者
受
け
入

れ
に
際
し
て
は
、現
地
旅
行
会
社
へ
の
営
業

活
動
を
行
い
な
が
ら
、食
習
慣
や
宗
教
的
配

慮
と
いっ
た
注
意
す
べ
き
事
項
の
情
報
を
詳

細
に
入
手
。フ
ィ
リ
ピ
ン
人
社
員
に
よ
る
受

入
先
への
説
明
に
日
本
人
社
員
が
同
行
す
る

な
ど
地
道
な
努
力
を
続
け
ま
し
た
。

こ
う
し
た
文
化
的
な
差
異
を
真

に

受
け
止
め
て
対
応
す
る
外
国
人
社
員
の

働
き
に
よ
り
、2
0
1
2
年
6
月
に
は
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
初
め
て
の
ム
ス
リ
ム
団
体

1
0
0
人
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に
成
功
。こ

れ
を
皮
切
り
に
、11
月
下
旬
に
は
マ
レ
ー
シ
ア

の
政
府
関
係
者
、旅
行
業
者
、一般
観
光
客
ら

約
50
人
の
団
体
ツ
ア
ー
を
実
施
。さ
ら
に
、12

月
に
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
25
人
の
ツ
ア
ー

を
実
施
す
る
な
ど
、沖
縄
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
お

け
る
ム
ス
リ
ム
市
場
の
開
拓
に
成
功
し
ま
し

た
。東

会
長
は
、「
他
の
東
南
ア
ジ
ア
各
国
の
ム

ス
リ
ム
旅
行
者
を
は
じ
め
、世
界
中
で
10
数

億
人
と
も
言
わ
れ
る
ム
ス
リ
ム
市
場
で
の
需

要
掘
り
起
こ
し
も
進
め
て
い
き
た
い
」と
意

欲
を
示
し
て
い
ま
す
。

国
籍
に
関
わ
ら
ず
社
員
を
同
一
基
準

で
評
価

沖
縄
ツ
ー
リ
ス
ト
で
は
、全
社
員
6
4
8

人
の
う
ち
60
人
が
外
国
人
。入
社
試
験
の
段

階
か
ら
国
籍
に
よって
区
別
す
る
こ
と
な
く
、

社
員
評
価
に
つい
て
も
国
籍
な
ど
に
関
わ
ら

ず
同一の
評
価
基
準
を
用
い
て
い
ま
す
。

「
お
客
様
だ
け
で
な
く
、働
く
社
員
や
地

域
の
皆
さ
ん
も
含
め
た
三
者
の
ク
ォ
リ
テ
ィ・

オ
ブ・ラ
イ
フ（
Q
O
L
）が
満
た
さ
れ
る
企

業
経
営
が
求
め
ら
れ
る
時
代
に
な
って
い
る
」

「
人
口
が
増
え
て
き
て
い
た
沖
縄
で
も
、

2
0
1
4
年
を
ピ
ー
ク
に
生
産
年
齢
人
口

は
減
少
に
転
じ
て
お
り
、人
材
の
確
保
は
非

常
に
重
要
な
問
題
で
す
」と
東
会
長
は
指
摘

し
て
い
ま
す
。

事
業
所
内
に「
ふ
じ
の
き
保
育
園
」を
開

設
し
て
乳
幼
児
を
預
か
る
な
ど
、働
き
や
す

い
環
境
の
確
保
に
努
め
て
き
ま
し
た
。東
会

長
は
、「
女
性
に
よ
る
能
力
発
揮
の
重
要
性

を
念
頭
に
置
き
、日
常
の
業
務
の
中
で
実
践

さ
れ
る
よ
う
社
内
で
周
知
徹
底
し
て
い
ま

す
」と
語
っ
て
い
ま
す
。「
こ
れ
か
ら
の
時
代

は
、子
育
て
だ
け
で
な
く
高
齢
家
族
の
世
話

を
す
る
こ
と
な
ど
も
大
き
な
課
題
に
な
って

き
ま
す
。そ
う
し
た
部
分
に
対
応
す
る
施

策
と
し
て
在
宅
勤
務
の
仕
組
み
を
計
画
し
て

い
る
ほ
か
、家
族
の
看
病
や
介
護
を
行
う
た

め
の
長
期
休
暇
制
度
な
ど
も
検
討
し
て
い
ま

す
」「
国
籍
や
性
別
に
関
わ
ら
ず
、多
様
な
人

材
に
活
躍
し
て
も
ら
う
た
め
の
職
場
環
境
の

改
善
や
制
度
の
充
実
を
図
る
こ
と
も
大
切

な
経
営
の
テ
ー
マ
で
す
」と
将
来
を
見
据
え

て
い
ま
す
。

連載   価値創造産業への新潮流

﹇
取
材
協
力
﹈
沖
縄
ツ
ー
リ
ス
ト
株
式
会
社

事
業
所
内
に
保
育
園
も
開
設

― 動き出したダイバーシティの取組み ―

ハロウィーンで職場内を回る「ふじのき保育園」の園児たち

東良和 代表取締役会長

外国人社員と日本人社員のコラボレーションで業務を遂行



日
本
国
内
で
流
通
し
て
い
る
薬
の
中

に
は
、安
易
に
海
外
に
は
持
ち
込
め
な
い

薬
剤
が
あ
り
ま
す
。国
に
よ
っ
て
薬
剤
に

対
す
る
捉
え
方
や
法
律
が
異
な
る
た
め

で
す
。医
師
か
ら
の
処
方
薬
の
み
な
ら

ず
、風
邪
薬
な
ど
薬
局
で
購
入
で
き
る

O
T
C
薬
も
注
意
が
必
要
で
す
。日
比

谷
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
奥
田
丈
二
院
長
に
話
を

伺
い
ま
し
た
。

　●
例
え
ば
国
に
よ
っ
て
こ
ん
な
に
違
う

先
般
、
痛
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
薬
の
オ
キ
シ
コ

ド
ン
を
会
社
役
員
が
個
人
輸
入
し
て
逮
捕

さ
れ
る
事
件
が
起
き
ま
し
た
。麻
薬
と
類

似
し
た
作
用
を
も
つ
オ
ピ
オ
イ
ド
系
の
薬

剤
だ
っ
た
た
め
で
す
。

日
本
で
オ
キ
シ
コ
ド
ン
は
、塩
野
義
製
薬

の
徐
放
剤
が
発
売
さ
れ
て
い
ま
す
が
処
方

は
癌
性

痛
に
限
ら
れ
、米
国
の
よ
う
に
歯

痛
を
含
め
た一般
の
鎮
痛
剤
と
し
て
の
処
方

は
厳
格
に
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
医
療
用
麻
薬
の
海
外
持
ち
込
み

近
年
、癌
な
ど
強
い
痛
み
に
対
し
、麻
薬

に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
積
極
的
に
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。適
正
に
使
用
す

れ
ば
生
活
環
境
が
著
明
に
改
善
し
、海
外

へ
旅
行
や
出
張
を
す
る
人
も
い
ま
す
。で

す
が
医
療
用
で
あ
って
も
麻
薬
な
の
で
、持

ち
出
し・持
ち
込
み
に
は
相
応
の
手
続
き

が
必
要
で
す
。

法
規
制
を
行
っ
て
い
る
国
も
あ
る
た
め
、

渡
航
前
に
は
必
ず
在
日
大
使
館
な
ど
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。許
可
ま
で
に
時
間
を

要
し
た
り
、持
ち
込
み
自
体
が
不
可
能
な

場
合
も
あ
り
ま
す
。

出
国
の
際
は
、2
週
間
前
ま
で
に
住
民

届
け
を
し
て
い
る
地
方
厚
生（
支
）局
麻

薬
取
締
部
に
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。郵
送
も
可
能
で
す
が
、医
師
の
診
断

書
を
添
付
す
る
必
要
が
あ
り
、早
め
の
対

応
が
必
要
で
す
。提
出
期
限
を
越
え
て
し

ま
っ
た
場
合
は
同
取
締
部
に
直
接
電
話
で

相
談
し
ま
し
ょ
う
。 

●
米
国
で
は
麻
薬
扱
い
さ
れ
る
睡
眠
薬

ほ
か
に
も
睡
眠
薬
や
向
精
神
薬
を
中

心
に
注
意
が
必
要
な
薬
が
あ
り
ま
す
。

日
本
で
よ
く
処
方
さ
れ
る
睡
眠
薬
の一つ
、

flunitrazepam

（
商
品
名
：
サ
イ
レ
ー
ス

／
ロ
ヒ
プ
ノ
ー
ル
）は
、そ
の
強
力
さ
か
ら
街

中
でfun drug
、い
わ
ゆ
る
麻
薬
的
に
使
用

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、米
国
で
は
医
療
用
を

含
め
て
流
通
自
体
禁
止
さ
れ
、医
師
も
処

方
で
き
ま
せ
ん
。も
ち
ろ
ん
米
国
へ
の
持
ち

込
み
は
全
く
不
可
能
で
す
。持
ち
込
み
が

判
明
す
れ
ば
、よ
く
て
没
収
、場
合
に
よって

は
犯
罪
行
為
と
し
て
対
処
さ
れ
ま
す
。 

●
自
己
注
射
薬
の
持
ち
込
み
も
注
意

注
射
器
、針
、薬
液
の
持
ち
込
み
は
内
服

薬
よ
り
厳
し
い
対
応
が
な
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。近
年
、イ
ン
シュ
リ
ン
注
射
の

み
な
ら
ず
、重
篤
な
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
で
あ

る
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョッ
ク
に
対
処
す

る
為
の
エ
ピ
ペ
ン（
E
p
i
-
p
e
n
）や
、

ウ
ィ
ル
ス
性
肝
炎
の
為
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェロ

ン
な
ど
の
自
己
注
射
薬
が
出
始
め
、今
後

さ
ら
に
増
え
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。欧

米
諸
国
で
没
収
さ
れ
る
こ
と
は
滅
多

に
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、そ
れ
以
外
の
国

で
は
保
証
で
き
ま
せ
ん
。予
め
当
該
大
使

館
に
相
談
し
、さ
ら
に
医
師
が
証
明
す
る

英
文
書
類
を
持
参
し
ま
し
ょ
う
。

●
気
を
つ
け
た
い
Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬　

総
合
感
冒
薬
の
成
分
の一つ
で
、咳
止
め

に
使
用
さ
れ
る
リ
ン
酸
ジ
ヒ
ド
ロ
コ
デ
イ
ン

は
ほ
と
ん
ど
の
総
合
感
冒
薬
の
成
分
に
含

ま
れ
ま
す
が
、こ
れ
は
麻
薬
の一
種
で
す
。

総
合
感
冒
薬
を
調
べ
ら
れ
る
ケ
ー
ス
は
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、薬
剤
の
成
分
検

査
を
さ
れ
た
場
合
は
麻
薬
反
応
が
陽
性

と
出
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

●
英
文
診
断
書
で
リ
ス
ク
回
避

薬
剤
持
込
み
の
リ
ス
ク
を
避
け
る
に

は
、薬
物
携
帯
の
証
明
と
な
る
医
師
発

行
の
英
文
診
断
書
持
参
を
勧
め
ま
す
。

荷
物
の
紛
失
や
、滞
在
中
に
薬
を
切
ら
し

て
し
ま
っ
た
場
合
も
、渡
航
先
医
療
機
関

で
の
処
方
が
容
易
に
な
り
ま
す
。緊
急

時
に
医
療
を
受
け
る
際
の
重
要
な
情
報

源
に
も
な
り
ま
す
。薬
品
名
は
商
品
名

で
は
な
く
、世
界
中
で
通
用
す
る
一
般
名

（
g
e
n
e
r
i
c 

n
a
m
e
）で
記

載
し
て
あ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

添乗員のための旅行医学 VOL.83

薬剤の海外持ち込みには注意が必要



要人往来
　今年4月の出国日本人数は前年同月比7％
増の伸びを示したものと推計され、1月からの累計
でも前年同期比4.1％増と好調に推移していま
す。こうした動きを背景に、各国要人による日本市
場への期待も改めて高まっているようです。

スマティ・ラマナサン／英国政府観光庁アジア・パ
シフィック＆中東統括部長
（3月24日・菊間副会長を訪問）
「北京に『北アジアおよび中国』の拠点を設立して、
日本を含む北アジア市場の全活動を監督するシニ
アディレクターを任命し、日本事務所は英国大使館
で2人体制により業務を継続します」

馬元／大韓航空ソウル本社旅客事業本
部長専務
（3月28日に中村理事長を訪問）
「1～3月の訪韓日本人旅行者数が2～3％
伸びており、今後の増加も期待されます」

アンドリュー･ライリー／オーストラリア政府観
光局日本代表
（4月14日に田川会長を訪問）
退任にあたってJATAの協力に謝意を表明し
「日本市場で付加価値を高める提案に取り
組む必要性を今まで以上に認識するようにな
りました」と挨拶

ルディ・ベルボート／ベルギー・ブ
リュッセル首都圏地域首相
（5月17日に田川会長を訪問）
「8月にグランプラス広場で開催され
る『フラワーカーペットフェスティバ
ル』のテーマは『日本』で、多くの日
本人旅行者に来ていただきたい」

エドワードB.マレー／米国・シアトル市長
（5月17日に田川会長を訪問）
「シアトルは美術館や劇場に加え、ハイキン
グやスキーなども楽しめるので、日本人旅
行者の増加に向けてJATAと協力してい
きたい」

ボー・バン・チャアン／ベトナム・ド
ンナイ省人民委員会副委員長
（4月13日にJATA本部を訪問）
「日本からの投資も増えており、
観光開発について、サポートやア
ドバイスをお願いしたい」

デービド・クレーグ／ニュージーランド政府観光局アジア
地区ジェネラル・マネージャー
（4月13日にJATA本部を訪問）
「3年間にわたる観光促進戦略を展開しており、注目す
べきセグメントや商品についてご教示いただきたい」

マルタ・ブランコ／スペイン政府観光局事務局長
（4月14日に田川会長を訪問）
「日本人の個人旅行者に満足していただくために
受け入れ態勢改善の必要を認識しており、今後、
取り組んでいきます」

ジャン＝ミシェル・フートラン／ニューカレドニア観
光局ディレクター
（4月25日に中村理事長を訪問）
「70～80年代にナンバーワンだった日本市場でシ
ニアや若年層を対象に改めてイメージ作りのため
プロモーションを行っていきます」

カズラウスキエネ・ユルギタ／リトアニア政府
観光局局長
（5月13日に中村理事長を訪問）
「2015年に40％以上増加した日本人旅行者数を
さらに拡大するため、チャーター便によるツアー
の実現を目指します」



消費者相談室ハイ！
こちら

お客様の満足度向上を目指して

苦
情
事
例
に
学
ぶ

今
回
の
テ
ー
マ
：
取
消
料
と

個
別
認
可
約
款
の
適
用

監
修

　弁護
士

　三浦
雅
生

42

クレーム対応マニュアル 「たびクレ！！」 のオススメ
JATA会員各社で旅行業務に従事している方 を々対象に、クレーム
対応の研修ツールとしても活用していただける、クレーム対応マニュ
アル「たびクレ！！」発売中です！！
・クレーム対応で必要な基礎、威圧的なクレームの対応策等をイラス
ト入りで解説！
・旅行会社やお客様からよくある66の質問【Ｑ＆Ａ】を項目別に掲載！
クレーム客をリピーターに変えて販売を拡大するツールとしても活用
できるマニュアルで、旅行業界の方々必携の1冊となっております！！　
クレーム対応の研修ツールに、各部署毎に一冊いかがでしょうか。

10部以上ご購入の方には、本誌内容を網羅したPOWER POINTデー
タをサービスいたします。社内研修・説明会等に是非ご活用ください。

【販売価格】 正会員：515円  協力・賛助会員：1,029円 
★JATAホームページ > 会員・旅行業のみなさまへ >右上「資料購入」からお申込いただけます★ 

　
2
0
1
5
年
度
に
当
消
費
者
相
談
室
に
寄
せ
ら
れ
た
消
費
者

か
ら
の
相
談
件
数
は
2
1
0
0
件
で
し
た
。そ
の
中
で「
取
消

料
」を
巡
る
相
談・苦
情
は
昨
年
度
も
全
体
の
25
％（
2
0
1
4

年
度
は
24
％
）を
占
め
こ
の
20
年
来
常
に
ト
ッ
プ
を
行
く
相
談・

苦
情
で
す
。最
近
で
は「
取
消
料
」に
関
す
る
苦
情
が
更
に
複
雑

に
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
今
回
は
、⑴
通
称「
ラ
ン
ド

オ
ン
リ
ー
約
款
」の
認
可
を
得
て
い
れ
ば
ト
ラ
ブ
ル
な
く
取
消
料

を
収
受
で
き
た
事
例
、⑵
個
別
認
可
約
款
の
認
可
を
得
て
も
、

そ
の
後
の
措
置
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
反
対
に
同
約
款
で

定
め
た
取
消
料
が
収
受
で
き
な
か
っ
た
事
例
を
紹
介
し
、併
せ
て

個
別
認
可
約
款
の
認
可
を
受
け
た
後
の
旅
行
会
社
の
必
要
な
措

置
に
つ
い
て
も
再
度
確
認
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

申
し
出
内
容
は
こ
う
で
す

〈
お
客
様（
A
さ
ん
）か
ら
の
申
出（
事
例
1
）〉

　
「
米
国
に
単
身
赴
任
し
て
い
る
私（
Ａ
さ
ん
）は
、家
族
を
招
く
た

め
貴
社（
Ⅹ
社
）の
パック
旅
行
に
参
加
さ
せ
た
。そ
し
て
米
国
内
の

旅
程
だ
け
は
私
も
家
族
と一緒
に
参
加
し
た
い
の
で
、貴
社
の「
ラ
ン

ド
オ
ン
リ
ー
」と
し
て
参
加
す
る
こ
と
に
なった
。そ
の
後
、急
な
出

張
が
入
り
私
は
こ
の
旅
行
契
約
を
解
除
し
た
。貴
社
は
標
準
旅
行

業
約
款
募
集
型
企
画
旅
行
契
約
の
部
の
取
消
料
表
を
示
し
、取

消
料
を
請
求
し
て
き
た
が
、ど
う
見
て
も
私
に
適
用
に
な
る
取
消

料
規
定
が
存
在
し
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
取
消
料
の
支
払
い
を

拒
否
し
て
い
る
」と
い
う
も
の
で
す
。

〈
旅
行
会
社
か
ら
の
申
出（
事
例
2
）〉

　
「
当
社（
Y
社
）は
、P
E
X
運
賃
等
を
利
用
し
た
募
集
型
企
画

旅
行
を
企
画・実
施
し
、B
さ
ん
と
旅
行
契
約
が
成
立
し
た
。そ
の

後
、B
さ
ん
は
、旅
行
開
始
日
の
50
日
前
に
旅
行
契
約
を
解
除
さ

れ
た
。こ
の
場
合
、航
空
券
取
消
料
等
は
5
万
円
か
か
る
の
で
、こ

の
5
万
円
を
取
消
料
と
し
て
B
さ
ん
に
請
求
し
た
が
、そ
ん
な
定

め
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
？
と
言
わ
れ
こ
の
取
消
料
を
支
払
って
く
れ

ず
ト
ラ
ブ
ル
に
なって
い
る
。な
お
、当
社
は
通
称「
募
集
型
ペッ
ク
ス

約
款
」の
認
可
は
得
て
い
た
が
、自
社
の
約
款
の
取
消
料
表
に一定
の

文
言
の
加
筆
を
、ま
た
、当
社
の
旅
行
条
件
書（
取
引
条
件
説
明
書

面
及
び
契
約
書
面
の一部
）の
取
消
料
表
の
文
言
の
加
筆
も
失
念
し

て
い
た
。そ
こ
で
、お
客
様
に
は
、通
称「
募
集
型
ペッ
ク
ス
約
款
」の

認
可
を
得
た
旨
の
登
録
行
政
庁
か
ら
の
書
面
を
見
せ
て
、5
万
円

の
支
払
い
を
求
め
て
い
ま
す
が
、お
客
様
は
払
って
く
れ
な
い
。ど
う

す
れ
ば
いい
の
か
？
」と
い
う
も
の
で
す
。

解
決
に
向
け
て
の
指
針

　

事
例
1
で
は
、X
社
が
標
準
旅
行
業
約
款
の
定
め
と
同
じ
内
容

の
旅
行
業
約
款
を
使
って
い
る
限
り
、A
さ
ん
が
主
張
す
る
通
り
、

同
約
款
に
は
ラ
ン
ド
オ
ン
リ
ー
に
対
応
し
た
取
消
料
規
定（
同
約

款
の
別
表
第
1
の
2
⑴
を
〜
⑶
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）が
な
い
の
で
、

取
消
料
を
収
受
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。今
後
も
ラ
ン
ド
オ

ン
リ
ー
参
加
の
お
客
様
を
取
り
扱
う
の
で
あ
れ
ば
、通
称「
ラ
ン
ド

オ
ン
リ
ー
約
款
」の
個
別
認
可
を
得
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

事
例
2
で
は
、た
と
え
、通
称「
募
集
型
ペッ
ク
ス
約
款
」の
認
可

を
得
て
い
た
と
し
て
も
、以
下
の
手
順
に
従った
措
置
を
行
って
い
な

い
限
り
、本
例
の
場
合
、5
万
円
の
取
消
料
を
収
受
す
る
こ
と
は
難

し
い
で
し
ょ
う
。

ア　
登
録
行
政
庁
宛
に
、
通
称
「
募
集
型
ペ
ッ
ク
ス
約
款
」
の

認
可
申
請
を
行
う
。

イ　
Ｙ
社
の
約
款
の
別
表
第
一
の
２
│
⑵
と
し
て
、
必
要
な
文

章
を
加
筆
す
る
。

ウ　
Ｙ
社
の
旅
行
条
件
書
の
取
消
規
定
部
分
も
通
称
「
募
集
型

ペ
ッ
ク
ス
約
款
」
同
様
の
文
章
及
び
航
空
会
社
名
、
航

空
券
取
消
料
等
、
航
空
会
社
の
航
空
券
取
消
条
件
を
確

認
す
る
方
法
そ
の
他
の
必
要
事
項
を
加
筆
す
る
。

エ　
加
筆
済
旅
行
業
約
款
を
掲
示
又
は
備
え
置
き
す
る
。

オ　
加
筆
済
の
旅
行
条
件
書
（
説
明
書
面
及
び
契
約
書
面
の
一

種
）
を
必
ず
お
客
様
に
交
付
す
る
。

●
補
足

　
以
上
の
通
り
、「
取
消
料
規
定
が
な
い
か
ら
取
消
料
は
払
わ
な
い
」

「
標
準
旅
行
業
約
款
で
定
め
た
取
消
料
以
外
の
取
消
料
の
収
受

が
可
能
」等
の
ト
ラ
ブ
ル
で
は
、通
称「
ラ
ン
ド
オ
ン
リ
ー
約
款
」や

同「
募
集
型
ペッ
ク
ス
約
款
」の
認
可
を
得
て
、そ
の
後
、前
記
イ
か

ら
オ
の
措
置
を
行
って
お
れ
ば
、ど
ち
ら
も
ト
ラ
ブ
ル
な
し
に
取
消

料
を
収
受
で
き
た
事
例
で
す
。ま
た
、昨
今
の
旅
行
形
態
の
多
様

化
に
伴
い
標
準
旅
行
業
約
款
で
は
う
ま
く
対
応
で
き
な
い
場
合
が

あ
る
こ
と
か
ら
、個
別
認
可
約
款
申
請
制
度（
詳
細
は
J
A
T
A

ホ
ー
ムペ
ー
ジ
に
て
確
認
く
だ
さ
い
。）が
あ
り
、旅
行
会
社
は
、こ
の

個
別
認
可
約
款
制
度
を
上
手
に
利
用
す
る
こ
と
で
取
消
料
に
係

る
苦
情
の
防
止
が
で
き
る
も
の
と
考
え
ま
す
。　　
　
　
（
服
部
）



法
務
・コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
室

（
監
修 

弁
護
士
　
三
浦
雅
生
）

第
42
回 

受
注
型
Ｂ
to
Ｂ
約
款
の

個
別
認
可
申
請
が
可
能
に

法務の窓口

【表１】企画旅行に関する個別認可約款（カッコ内の（募）は募集型の部、（受）は受注型の部）

【表２】「当社の約款」のイメージ図

　
旅
行
業
約
款
に
つ
い
て
は
、第
25
回
（
２
０
１
４
年
10
月
号
）

で
も
記
述
し
ま
し
た
が
、
７
月
１
日
か
ら
「
受
注
型
Ｂ
to
Ｂ
約

款
」
の
個
別
認
可
申
請
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
あ
ら
た

め
て
旅
行
業
約
款
に
つ
い
て
整
理
し
ま
す
。

標
準
旅
行
業
約
款
と
個
別
認
可
約
款

　

旅
行
業
法
に
は
、「
旅
行
業
者
は
、
旅
行
者
と
締
結
す
る
旅

行
業
務
の
取
扱
い
に
関
す
る
契
約
に
関
し
、
旅
行
業
約
款
を
定

め
、
観
光
庁
長
官
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と

規
定
し
て
い
ま
す
（
第
12
条
の
２
第
１
項
）。
と
は
い
え
、
事

業
者
が
旅
行
業
を
営
む
の
に
い
ち
い
ち
約
款
の
文
案
を
立
案
す

る
の
は
負
担
も
大
き
く
、
一
方
で
行
政
庁
に
し
て
も
個
々
の
申

請
の
審
査
や
認
可
業
務
の
負
担
も
大
き
い
の
で
、
観
光
庁
長
官

及
び
消
費
者
庁
長
官
が
標
準
旅
行
業
約
款
を
定
め
て
公
示
し
た

場
合
に
、
旅
行
業
者
が
こ
れ
と
同
一
の
旅
行
業
約
款
を
定
め
た

と
き
は
こ
の
認
可
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
と
規
定
し
ま
し
た

（
同
12
条
の
３
）。
こ
れ
に
よ
り
、
事
業
者
と
行
政
庁
の
そ
れ
ぞ

れ
の
負
担
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
約
款
の
内
容
の
適
正
化
も
図

れ
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
実
務
に
お
い
て
も
ほ
と
ん
ど

の
旅
行
業
者
が
こ
の
標
準
約
款
と
同
一
の
約
款
を「
当
社
約
款
」

と
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
標
準
」
で
あ
る
が
ゆ
え
に
困
っ
た
こ
と

も
生
じ
ま
す
。
例
え
ば
、
標
準
約
款
で
は
「
海
外
旅
行
は
日
本

発
着
」
と
想
定
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
後
、
航
空
会
社
の
マ
イ

レ
ー
ジ
会
員
が
無
料
航
空
券
を
利
用
し
て
「
旅
行
先
の
現
地
部

分
の
み
」
に
参
加
し
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
が
出
て
き
て
も
、
お

客
様
に
対
す
る
取
消
料
規
定
が
無
い
と
い
う
問
題
が
生
じ
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
取
引
を
し
た
い
旅
行
業
者
は
、
取

消
料
表
に
「
本
邦
外
を
出
発
地
及
び
到
着
地
と
す
る
」
と
の
文

言
を
追
加
す
る
な
ど
標
準
約
款
の
内
容
を
一
部
カ
ス
タ
マ
イ
ズ

し
て
個
別
に
認
可
を
受
け
る
例
（【
表
１
】
の
①
）
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
た
約
款
を

便
宜
上
「
個
別
認
可
約
款
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

５
つ
の
個
別
認
可
約
款

　
「
個
別
認
可
約
款
」
と
呼
ぶ
以
上
、
本

来
は
、
個
々
の
事
業
者
が
そ
の
文
案
を
作

成
し
て
個
別
に
申
請
し
て
認
可
を
受
け
る

と
い
う
主
旨
で
、
実
際
に
そ
の
よ
う
に
し

て
個
別
の
認
可
を
受
け
て
い
る
例
も
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
会
員
各
社
の
要
望
を
元

に
旅
行
業
協
会
が
観
光
庁
に
要
望
し
、
観

光
庁
か
ら
「
こ
の
文
案
ど
お
り
に
変
更
す

る
個
別
の
申
請
が
あ
れ
ば
認
可
す
る
」
と

い
う
了
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
会

員
各
社
も
便
利
で
す
。

　
現
在
で
は
、こ
の
方
法
に
よ
り
【
表
１
】

の
５
つ
の
個
別
認
可
約
款
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
〝
通
称
〞
を
付
け
て
い
ま
す
（
な
お
、

そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
は
、
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
の
ウ
ェ

ブ
ペ
ー
ジ
（
会
員
ペ
ー
ジ
）
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。）。

　

さ
て
、
こ
の
た
び
６
つ
目
の
個
別
認
可
約
款
と
し
て
「
受

注
型
Ｂ
to
Ｂ
約
款
」
が
で
き
ま
し
た
（
７
月
１
日
以
降
に
登

録
行
政
庁
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。）。

　

こ
の
約
款
の
最
大
の
特
徴
は
、
今
ま
で
の
「
標
準
約
款
の

一
部
の
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
」
で
は
な
く
、「
受
注
型
Ｂ
to
Ｂ
約
款

の
部
」
を
ま
る
ご
と
新
設
す
る
こ
と
で
す
。
こ
の
認
可
を
受

け
る
と
、「
当
社
の
約
款
」
は
【
表
２
】
の
イ
メ
ー
ジ
と
な
り

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
約
款
を
上
手
く
活
用
し
て
い
た
だ
き
、
お
客
様

に
よ
り
ご
満
足
い
た
だ
け
る
企
画
を
ご
提
案
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
堀
江
）

６
つ
目
の
個
別
認
可
約
款
（
受
注
型
Ｂ
to
Ｂ
約
款
）



事務局
便り

6月10日 地区連絡会（北見）/北海道支部
6月10日 地区連絡会（旭川）/北海道支部
6月13日 幹事会／中部支部
6月14日 地区連絡会（帯広）/北海道支部
6月15日 LADY JATA委員会／関東支部
6月16日 業務改善委員会／本部
6月16日 幹事会／東北支部
6月17日 幹事会／関東支部
6月17日 総務委員会／九州支部
6月20日 定時総会／本部
6月21日 国内旅行委員会／関東支部
6月22日 地区連絡会（釧路）/北海道支部
6月22日 消費者相談委員会／九州支部
6月23日 消費相談委員会／関西支部
6月23日 実務委員会／九州支部
6月24日 インバウンド委員会／関東支部
6月28日 旅行業経営委員会／本部
6月29日 海外旅行推進委員会／本部
6月30日 社会貢献委員会／本部
7月4日 法制委員会／本部
7月7日 国内旅行推進委員会／本部
7月11日 研修・試験委員会／本部
7月14日 幹事会・第1回定例会／東北支部
7月14日 総務委員会／関東支部
7月15日 理事会・常任役員会／本部
7月20日 国内旅行委員会／関東支部
7月20日 国内旅行委員会／九州支部
7月21日 訪日旅行推進委員会／本部
7月26日 海外旅行推進委員会／本部

6月10日 ＣＩＱ研修／九州支部
6月11日 寺子屋JATA／九州支部
6月14日 受注型BtoB約款説明会／法制委員会
6月16日 国際航空運賃セミナー／九州支部
6月19日 総合旅行業務取扱管理者研修修了テスト（10都市

10会場）／研修・試験委員会
6月22日 海外旅行地域セミナー（釧路）/北海道支部
6月23日 海外旅行地域セミナー（帯広）/北海道支部
6月24日 Team Europeキックオフミーティング／海外旅行推

進委員会
6月25日 環境保全活動：外来植物駆除活動（ウトナイ湖）／北

海道支部
6月25日 VNベトナム研修／関東支部
6月29日 文化庁（日本遺産）セミナー、気象庁セミナー／国内旅

行推進委員会
7月1日 旅の安全の日
7月2日 ＪＡＴＡの森下草刈（長瀞町）／社会貢献委員会
7月11日～
29日

第3回総合・国内旅程管理研修（東京・名古屋・大阪・
那覇）／研修・試験委員会

7月12日 エア－ズロック＆ハミルトン島セミナ－／九州支部
7月13日 フィジーセミナー／海外旅行推進委員会
7月15日 インバウンドセミナー／関東支部
7月16日 環境保全活動：海岸清掃活動（広島県　宮島）／中

四国支部
7月18日 環境保全活動／沖縄支部

●JATA業務予定表  6月10日（金）～7月31日（日）
※予定表は変わることがあります。
本部・支部の委員会（予定）

●JATA主催・共催の研修・セミナー等活動
※JATA正・協力会員を対象とした研修・セミナーであり、すで
に申し込み受付を締め切った研修・セミナーもあります。詳しく
は、JATAホームページ（会員限定ページ）でご確認ください。

平成28年 訪日外客数・出国日本人数
4月の出国日本人数は7.0％増
2012年8月以来の高い伸び率に
日本政府観光局（JNTO）が5月18日に発表した速報値によると、今年4月に
おける出国日本人数は前年同月比7.0％増の1225000人を記録しました。
出国日本人数が前年同月比で7％以上の伸びを示したのは、9.9％増を記録

した2012年8月以来のこととなります。今年1月から4月までの累計でも、前年同
期比4.1％増の5382900人に達して、今年第1四半期における同3.9％増を上回
る伸び率を示しました。
出国日本人数は、2012年に前年比8.8％増を記録した後、2013年が同5.5％

減、2014年が同3.3％減、2015年が同4.1％減と3年連続でマイナスにとどまって
いますが、低迷の続いてきた海外旅行需要も本格的な回復に向けて、ようやく
明るい兆しが見えてきたようです。
一方、今年4月における訪日外客数は前年比18.0％増の2081800人となり、3

月に続いて2カ月連続で200万人を突破して、過去最高の数字を記録しました。
4月14日に発生した熊本地震の影響により、特に、韓国からの訪日旅行者数

が伸び悩んだものの、桜シーズンにおける訪日旅行需要の増加によって、前年
同月比で2ケタ台のプラスを維持しています。

◆注１ : 出典：日本政府観光局(JNTO)」
◆注２ : 平成27年（2015年）1月～12月は暫定値、＊部分は推計値である。
◆注３ : 訪日外客数及び＊印の出国日本人数は法務省資料を基にJNTOが算出し、それ以外の出国日本人数は法務省資

料を転記した数値である。
◆注４ : 訪日外客とは、国籍に基づく法務省集計による外国人正規入国者から、日本を主たる居住国とする永住者等の外

国人を除き、これに外国人一時上陸客等を加えた入国外国人旅行者のことである。駐在員やその家族、留学生等
の入国者・再入国者は訪日外客に含まれる。

 なお、上記の訪日外客数には乗員上陸数は含まれない。

日本政府観光局（JNTO） 　　　　　　　　平成28年5月18日　（単位：人）

訪日外客数 出国日本人数
月 平成27年 平成28年 伸 率（％） 平成27年 平成28年 伸 率（％）

1 1,218,393 1,851,895 52.0 1,235,612 1,276,297 3.3

2 1,386,982 1,891,375 36.4 1,257,154 1,330,972 5.9

3 1,525,879 ＊2,009,500 ＊31.7 1,534,026 1,550,638 ＊1.1

4 1,764,691 ＊2,081,800 ＊18.0 1,144,833 ＊1,225,000 ＊7.0

1～4 5,895,945 ＊7,834,600 ＊32.9 5,171,625 ＊5,382,900 ＊4.1

菊間副会長の著作「新モンゴル紀行」 新潮社・とんぼの本より発刊
　菊間潤吾JATA副会長の著作『新モンゴル紀行／ザナバザルの造りし美仏のもとへ』が4月27日、新潮社か
ら発刊されました。
　「旅のスーパーバイザーが案内する初めてのモンゴル本格ガイドブック」と銘打たれた著作は、17世紀末から
18世紀初頭にかけてモンゴルで活躍した天才仏師・ザナバザルが制作した美しくも妖艶な仏像群を追いなが
ら、知られざるモンゴルの仏教文化を訪ねるものです。また、“緑の海”のような大草原で遊牧民の生活に触れる
一方、高級ホテルからショッピングセンターまで、目覚ましい発展を遂げている首都・ウランバートルの歩き方も紹介
しています。
　菊間副会長は「あとがき」で、「『仏教美術』と『草原』という2つのキーワードを手がかりにモンゴルを旅し、そこ
での出会いと発見、受けた多くの親切に感謝したい。より多くの人がこの国の魅力に触れ、新たな発見と喜びを
感じるモンゴル旅行を楽しんでいただきたい」と記しています。

新刊
案内

4月27日新潮社刊　定価：本体1600円（税別）



　「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」の
構
成
資
産

と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
軍
艦
島
に
続
き
、完

全
復
元
を
目
指
す
整
備
事
業
の
進
展
で
存
在
感

を
高
め
て
い
る
出
島
。世
界
遺
産
登
録
へ
の
再
挑

戦
を
目
指
す
教
会
群
な
ど
も
含
め
、長
崎
市
は
、

独
自
の
歴
史
や
文
化
を
貴
重
な
観
光
資
源
と
し

て
、そ
の
磨
き
上
げ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

将
来
的
に
は
扇
形
の
島
の
完
全
復
元
も

　

長
崎
市
で
は
、「
鎖
国
」の
時
代
に
日
本
で
唯一の

海
外
に
開
け
た
貿
易
地
と
し
て
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
か
ら

様
々
な
文
物
が
も
た
ら
さ
れ
た
出
島
の
整
備
事
業

が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
も
と
も
と
、1
9
5
1
年
か
ら
着
手
さ
れ
て
い
た

出
島
整
備
事
業
で
す
が
、現
在
は
、1
9
9
6
年
3

月
に
策
定
さ
れ
た
出
島
復
元
計
画
に
基
づい
て
、19

世
紀
初
頭
の
出
島
を
復
元
す
る
取
り
組
み
が
進
め

ら
れ
て
お
り
、今
年
度
は
新
た
に
出
島
中
央
部
6
棟

の
復
元
建
物
が
完
成
す
る
予
定
で
す
。

　

長
崎
市
観
光
推
進
課
に
よ
る
と
、来
年
度
に
は

出
島
表
門
橋
の
架
橋
も
計
画
さ
れ
て
お
り
、「
長
崎

観
光
の
新
た
な
目
玉
と
し
て
、出
島
の
存
在
感
も
高

ま
る
」（
国
内
誘
致
係
）見
通
し
と
なって
い
ま
す
。

　
こ
の
架
橋
が
実
現
す
る
と
、昔
と
同
様
に
橋
を

渡
って
出
島
に
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
で
、19
世
紀

初
頭
の
海
に
浮
か
ん
だ
出
島
も
実
感
で
き
る
よ
う

に
な
り
、さ
ら
に
、出
島
復
元
の
長
期
計
画
で
は
、周

辺
の
四
方
に
水
面
を
確
保
し
て
、扇
形
の
島
の
完
全

復
元
を
目
指
す
方
針
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

軍
艦
島
の
年
間
上
陸
者
数
は　
万
人
へ

　

昨
年
7
月
に
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た

「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産 

製
鉄・製
鋼
、造

船
、石
炭
産
業
」の
構
成
資
産
23
の
う
ち
、長
崎

市
に
は
端
島
炭
鉱（
軍
艦
島
）や
旧
グ
ラ
バ
ー
住

宅
な
ど
8
資
産
が
集
中
し
て
い
ま
す
。1
9
7
4

年
の
閉
山
以
降
、無
人
と
な
って
い
た
軍
艦
島
は
、

2
0
0
9
年
か
ら一般
の
旅
行
者
も
上
陸
が
可
能

と
な
り
、2
0
1
4
年
度
の
上
陸
者
数
は
約
19
万

人
に
達
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、今
年
2
月
に
政
府
が
世
界
文
化
遺
産
へ

の
推
薦
を
いっ
た
ん
取
り
下
げ
、登
録
への
再
挑
戦

を
目
指
す「
長
崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教
関
連

遺
産
」の
代
表
的
資
産
で
、現
存
す
る
国
内
最
古

の
教
会
と
し
て
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
大
浦
天
主

堂
も
、独
自
の
歴
史
を
象
徴
す
る
も
の
で
す
。

　

長
崎
市
第
四
次
総
合
計
画（
2
0
1
6
〜

2
0
2
0
年
度
）で
は
、こ
う
し
た
貴
重
な
観
光

資
源
の
保
存
と
歴
史
的・文
化
的
価
値
の
理
解
促

進
な
ど
を
通
じ
て
、2
0
2
0
年
度
に
軍
艦
島
の

上
陸
者
数
を
26
万
1
0
0
0
人（
2
0
1
4
年

度
比
で
36・2
％
増
）、大
浦
天
主
堂
の
拝
観
者
数

を
62
万
5
3
0
0
人（
同
12・6
％
増
）に
拡
大
す

る
目
標
も
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

長
崎
市
観
光
推
進
課
で
は
、「
観
光
資
源
の
磨

き
上
げ
に
よ
り
、旅
行
会
社
に
も
ユニ
ー
ク
な
歴
史

や
文
化
を
切
り
口
と
し
た
商
品
化
な
ど
に
取
り

組
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
し
た
い
」考
え
で
す
。

長 崎 市

昭和40年代の暮らしぶりが“タイムカプ
セル状態”で残されている軍艦島

国の重要文化財に指定されている日本
最古のアーチ型石橋「眼鏡橋」

2012年の“夜景サミットin長崎”で「世界新三
大夜景」に選ばれた長崎の夜景

国指定重要文化財の旧グラバー住
宅など明治期の洋館を移築復元し
た「グラバー園」

整備事業が進む出島和蘭商館跡は、独自の歴史と文化を象
徴する素材として、期待が高まっています

19
世
紀
初
頭
の「
出
島
」を
復
元

歴
史・文
化
を
切
り
口
に
商
品
化
の
取
り
組
み
を

素材研究
（国内）
素材研究
（国内）
素材研究
（国内）
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セテニル・デ・ラス・ボデガス

異
彩
を
放
つ
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
の｢

白
い
村｣

一般
へ
の
認
知
広
め
た
い
秘
め
ら
れ
た
魅
力

突き出した岩の下に軒を連ねる住居群は、
日本人なら誰もが目を疑う光景です村の周辺に広がるオリーブ畑は、アンダルシ

アの牧歌的な風景そのものです

セテニルも人気の高い「白い村」ルートの
一角を占める存在です

自然の岩を活用した建築は、この村の歴史
とともに発達してきたものです

セテニルのあるカディス県はシェリー酒の発祥地として
も知られています

素材研究
（海外）
素材研究
（海外）
素材研究
（海外）

　
今
年
10
月
か
ら
成
田
／
マ
ド
リ
ッ
ド
線
で
イ
ベ

リ
ア
航
空
に
よ
る
直
行
便
の
運
航
再
開
も
決
ま

り
、注
目
が
高
ま
る
ス
ペ
イ
ン
。フ
ラ
メ
ン
コ
や
パ
エ

リ
ア
、闘
牛
な
ど
、日
本
人
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
典
型

的
な
ス
ペ
イ
ン
の
魅
力
が
凝
縮
さ
れ
た
ア
ン
ダ
ル
シ

ア
地
方
は
、カ
デ
ィ
ス
県
北
部
か
ら
マ
ラ
ガ
県
北
西

部
の
ロ
ン
ダ
山
系
に
点
在
す
る「
白
い
村
」も
人
気

を
集
め
て
い
ま
す
。

張
り
出
し
た
岩
の
下
に
続
く
住
居
群

　
セ
テ
ニル・デ・ラ
ス・ボ
デ
ガ
ス
は
、川
に
浸
食
さ

れ
た
岩
の
間
を
埋
め
る
よ
う
に
住
居
が
建
て
ら

れ
て
お
り
、他
の
場
所
で
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い

よ
う
な
独
特
の
景
観
が
広
がって
い
ま
す
。

　
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
州
の
カ
デ
ィ
ス
か
ら
東
北
東
へ
約

1
6
0
キ
ロ
に
位
置
す
る
人
口
3
0
0
0
人
と

い
う
小
さ
な
村
は
、い
わ
ゆ
る〝
P
U
E
B
L
O 

B
L
A
N
C
O（
白
い
村
）〞の
1
つ
に
数
え
ら
れ
、

「
白
い
村
」の
多
く
が
防
衛
上
の
理
由
か
ら
断
崖

な
ど
の
高
所
に
造
ら
れ
て
い
る
中
に
あ
って
、極
め

て
ユニ
ー
ク
な
存
在
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

先
史
時
代
か
ら
雨
露
を
し
の
ぐ
た
め
に
洞
窟

が
利
用
さ
れ
て
き
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像

に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、張
り
出
し
た
岩
の
下
に

続
く
住
居
群
は
、今
も
建
物
の
中
に
入
る
と
岩
が

そ
の
ま
ま
天
井
や
壁
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
石
器
時
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
ア
ン
ダ
ル
シ

ア
の
歴
史
は
、紀
元
前
1
1
0
0
年
に
フェニ
キ
ア

人
が
ヨ
ー
ロッパ
最
古
の
都
市
と
言
わ
れ
る
カ
デ
ィ

ス
を
創
設
し
、表
舞
台
に
現
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、

ギ
リ
シ
ャ
人
、カ
ル
タ
ゴ
人
の
侵
入
を
経
て
、紀
元

前
3
世
紀
に
は
ロ
ー
マ
帝
国
の
支
配
下
に
置
か

れ
、8
世
紀
に
入
って
ア
フ
リ
カ
大
陸
の
イ
ス
ラ
ム

教
徒
に
よ
る
侵
攻
を
受
け
る
と
、8
0
0
年
に
わ

た
り
ア
ラ
ブ
文
化
が
根
付
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

完
熟
市
場
に
残
る
日
本
人
向
け
素
材

　
レコン
キ
ス
タ
と
呼
ば
れ
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
よ

る
国
土
回
復
運
動
が
増
し
た
13
世
紀
に
は
、ア
ン

ダ
ル
シ
ア
地
方
で
も
コル
ド
バ
や
セ
ビ
ー
ヤ
な
ど
が

次
々
に
奪
回
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
が
、セ
テ
ニル・デ・

ラ
ス・ボ
デ
ガ
ス
を
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
取
り
戻
し
た

の
は
15
世
紀
も
後
半
に
入
って
か
ら
の
こ
と
で
し

た
。村
の
名
前
の「
セ
テ
ニル
」は「
7
回
の
失
敗
」

を
意
味
し
て
お
り
、イ
ス
ラ
ム
教
徒
を
駆
逐
す
る

ま
で
の
苦
難
の
歴
史
も
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
村
に
は
ア
ラ
ブ
時
代
の
塔
や
貯
水
槽
が
残
さ
れ

て
い
る
ほ
か
、小
高
い
丘
の
上
に
あ
る
教
会
は
、スペ

イ
ン
各
地
で
見
ら
れ
る
イ
ス
ラ
ム
建
築
に
影
響
を

受
け
た
建
築
様
式
で
あ
る
ム
デハル
様
式
と
ゴ
シッ

ク
様
式
の
混
在
し
た
建
物
と
なって
い
ま
す
。

　
スペ
イ
ン
政
府
観
光
局
で
は
、「
完
熟
市
場
と
思

わ
れ
が
ち
な
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
に
も
、日
本
人
の
嗜
好

に
合
う
場
所
が
ま
だ
ま
だ
眠
って
い
ま
す
。既
存

ツ
ア
ー
で
は
定
番
の
ロ
ン
ダ
か
ら
少
し
足
を
延
ば

せ
ば
、圧
巻
の
光
景
を
ご
覧
い
た
だ
け
る
魅
力
を

日
本
市
場
に
広
め
て
ほ
し
い
」と
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。



中華門
東西118.5メートル、南北128メートル、高さ
20.45メートルという巨大な中華門は、巧み
な設計と堅牢な美しさが見る者を圧倒します

開封府城
清代に修復された開封府城は、北京と南京
に次ぐ大都市として君臨した往時の繁栄を
偲ばせます

中国・大運河 町と風景 第3回

遠
大
な
歴
史
の
流
れ
も
映
し
出
す

　

春
秋
時
代
か
ら
隋
唐
の
時
代
に

か
け
て
造
営
さ
れ
た
大
運
河
は
、

中
国
大
陸
の
東
部
沿
岸
部
を
南

北
に
貫
く
物
流
の
大
動
脈
と
し
て

の
役
割
を
果
た
す
と
同
時
に
、中

国
の
遠
大
な
歴
史
の
流
れ
も
映
し

出
し
て
き
ま
し
た
。

　

大
運
河
の
流
域
に
位
置
す
る
南

京
、洛
陽
、開
封
と
いっ
た
都
市
は
、

何
れ
も
中
国
六
大
古
都
に
名
前
を

連
ね
、い
く
つ
も
の
王
朝
が
都
を
定

め
た
こ
と
か
ら
、数
多
く
の
城
址
や

墳
墓
、大
規
模
な
博
物
館
な
ど
が

往
時
の
歴
史
を
今
に
伝
え
、大
運

河
観
光
を
彩
る
存
在
と
も
な
っ
て

い
ま
す
。

現
在
も
３
分
の
２
以
上
が
残
る
城
壁

　

長
江
の
東
に
接
す
る
南
京
は

江
蘇
省
の
省
都
で
、そ
の
歴
史
は

2
5
0
0
年
前
の
春
秋
時
代
に
さ

か
の
ぼ
り
ま
す
。14
世
紀
に
完
成

し
た
街
を
取
り
囲
む
城
壁
は
、南

唐
時
代
に
築
か
れ
た
も
の
が
拡
張
さ
れ
て
お
り
、現
在

も
3
分
の
2
以
上
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
だ
け
の

規
模
の
城
壁
が
現
存
し
て
い
る
の
は
、中
国
国
内
で
も
極

め
て
珍
し
く
、一見
の
価
値
が
あ
り
ま
す
。

　

明
代
に
は
、城
壁
に
沿
っ
て
13
の
城
門
が
築
か
れ
、今

も
残
さ
れ
て
い
る
5
つ
の
城
門
の
う
ち
、造
ら
れ
た
当
時

の
姿
を
そ
の
ま
ま
と
ど
め
る
中
華
門
が
、南
京
を
代
表

す
る
見
所
と
な
って
い
ま
す
。

中
国
屈
指
の
５
０
０
０
年
に
及
ぶ
古
都

　

河
南
省
西
部
で
黄
河
の
中
流
に
位
置
す
る
洛
陽
は
、

西
安
と
並
ぶ
中
国
屈
指
の
古
都
と
し
て
知
ら
れ
、そ
の

歴
史
は
5
0
0
0
年
に
及
び
ま
す
。中
華
文
明
の
発
祥

地
の一つ
で
も
あ
る
洛
陽
に
は
夏・商・周・漢
魏・隋
唐
代

の
都
の
遺
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
五
都
会
洛
」

の
異
名
も
持
つ
ほ
ど
で
す
。

　

洛
陽
市
の
南
12
キ
ロ
に
あ
る
龍
門
石
窟
は
、敦
煌
の

莫
高
窟
、大
同
の
雲
岡
石
窟
と
並
び
中
国
三
大
石
窟
の

一つ
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。仏
教
を
重
ん
じ
た
北
魏
の

皇
帝
ら
が
盛
ん
に
仏
教
建
築
の
造
営
を
進
め
、龍
門
石

窟
は
そ
の
中
で
も
最
も
有
名
な
も
の
で
、2
0
0
0
年

に
は
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

洛
陽
と
同
じ
河
南
省
の
都
市・開
封
は
、春
秋
時
代

か
ら
13
世
紀
の
金
の
時
代
ま
で
約
2
0
0
0
年
の
間
に

七
つ
の
王
朝
で
都
と
な
り
、現
在
、門
楼
は
失
わ
れ
て
い

る
も
の
の
、煉
瓦
積
み
の
城
壁
は
残
さ
れ
て
い
て
、低
い

平
屋
の
古
風
な
町
並
み
が
古
都
の
趣
き
を
感
じ
さ
せ
ま

す
。

清明上河園
宋の名画『清明上河図』に描かれた風物
を再現し、宋代の民俗風情を集めたテー
マパーク「清明上河園」（開封）

中山陵
「中国革命の父」と呼ばれる孫文が眠る
中山陵（南京）。陵の広さは約8万平方
メートルに及びます

高郵孟城駅
江蘇省北西部の高郵市には、元から明
にかけて郵便が馬で運ばれていた時代
の郵便駅が残されています

龍門石窟
龍門石窟は北魏時代と唐代に切り開かれま
したが、最大のみどころは、唐代に造営され
た奉先寺石窟です

漢兵馬俑
徐州で1980年代に発見された漢兵馬俑。
一体50センチほどの小さなものですが、前
漢初期の実戦軍隊の生き写しです

閲江楼
14世紀に建設が中断
され、600年の時を経
て2001年に建造さ
れた7層の「閲江楼」。
明朝の風格を再現した
鮮やかな色彩が印象
的な楼閣は、南京の新
たな観光名所です

大
運
河
観
光
を
彩
る
流
域
の
歴
史
的
都
市

中
国
六
大
古
都
に
名
を
連
ね
る
南
京・洛
陽・開
封

広 告素材研究
（特別編）
素材研究
（特別編）
素材研究
（特別編）

南京博物院
北京の「故宮博物院」と並ぶ格式の「南京
博物院」。日中戦争の戦火を避けるため、
北京から大量の収蔵品が運び込まれてお
り、「南遷文物」として異彩を放っています

中国国家観光局 駐日本代表処
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　旅行者が企画旅行に参加中に事故に遭われた際の怪我や携行品の損害に対して、被保険者が旅行業
約款の特別補償規程に基づいて、補償金や見舞金の支払責任を負った場合に保険金をお支払します。
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いつでもお気軽にご相談ください。

旅行特別補償保険

　旅行者が旅行行程中に事故に遭い、旅行会社が各種費用を負担された場合に保険金をお支払します。
　支払われる保険金の例：
　　⑴ 事故対応費用保険金（社員現地派遣費用・ランドオペレーター費用・通信連絡費用等）
　　⑵ 救援者費用保険金（救援者現地派遣費用・移送費用）
　　⑶ 見舞費用保険金（弔慰金・見舞金）

旅行事故対策費用保険

　旅行業者が、旅行業務の遂行に起因して発生した不測の事故について負う法律上の賠償責任を補償
する保険です。
　支払われる保険金の例：
　　⑴ 債務不履行による損害賠償請求(発券ミス・旅行条件不履行・添乗員の過失など)
　　⑵ 旅行者の死亡・負傷に伴う損害賠償請求（バス事故による負傷・登山ツアー中の死亡など）

旅行業者賠償責任保険

　標準旅行業約款(企画旅行契約)上の旅程保証に基づいて旅行者にお支払する変更補償金を補償します。
　支払われる保険金の例：
　　⑴ 契約書面に記載した旅行開始日または旅行終了日の変更
　　⑵ 契約書面に記載した運送機関の種類または会社名の変更

旅程保証責任保険

　訪日外国人の旅行を取扱う旅行会社のリスクヘッジと、緊急事態に遭遇した訪日外国人への適切な
対応を目的とした保険です。
　支払われる保険金の例：
　　⑴ 事故対応費用、救援者費用、見舞費用
　　⑵ 傷害治療費用、死亡・後遺障害　

インバウンドトラベル保険 （エース損害保険株式会社　承認番号：L1610491）


